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市
の
財
政
は
、
一
般
会
計
と
、
７
つ
の

特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
、
学
校
給
食

事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
老
人
保
健
、

簡
易
水
道
事
業
、
介
護
保
険
、
カ
ル
ル
ス

温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
）
、
１
つ
の
企
業
会

計
（
水
道
事
業
）
で
運
営
し
て
い
ま
す

（
３ 
㌻ 
財
政
用
語
解
説
①
を
参
照
）
。

　

決
算
状
況
（
【
表
１
】
【
グ
ラ
フ
１
】

を
参
照
）
を
見
る
と
、
老
人
保
健
特
別
会

計
が
７
千　

万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま

124

す
。

　

老
人
医
療
費
は
、
自
己
負
担
分
を
除
い

て
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
各
保
険
者
か

ら
の
拠
出
金
や
国
、
北
海
道
、
市
が
割
合

を
決
め
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
負
担
額
は
市
に
交
付
さ
れ
、
医
療
費

と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
拠
出
金
や
国
、
北
海

18

道
の
負
担
分
が
見
込
み
（
概
算
）
で
交
付

◎
決
算

�
��

�
�
�

��

�
�
�
�
�

さ
れ
ま
し
た
が
、
国
か
ら
の
概
算
交
付
額

が
本
来
交
付
さ
れ
る
べ
き
金
額
よ
り
も
少

な
か
っ
た
た
め
、
赤
字
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
こ
の
不
足
額
は
、
平
成　

年
度
に
国

19

か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
と
カ
ル
ル
ス

温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
特
別
会
計
は
、
歳
入

と
歳
出
が
同
額
。
一
般
会
計
と
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
、
学
校
給
食
事
業
特
別
会

計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
黒
字
額
は
繰
り
越
さ
れ
、
平
成　

年
19

度
予
算
へ
の
繰
越
金
（
歳
入
）
に
な
り
ま

す
。

一般会計 
49.7％ 

国民健康保険特別会計 
　　　16.4％ 

学校給食事業特別会計 
　　　　0.9％ 

公共下水道事業特別会計 
　　　　8.4％ 

老人保健特別会計 
　　17.7％ 

簡易水道事業特別会計 
　　　0.1％ 

介護保険特別会計 
　　6.6％ 

カルルス温泉スキー場 
事業特別会計　0.2％ 

【表１】平成１８年度決算額

【グラフ１】平成１８年度各会計歳出全体に占める割合

差　引　額歳　　　出歳　　　入会　計　区　分

７億６，６６０万円１８５億１，８７７万円１９２億８，５３８万円一　般　会　計

４億９，０４８万円６０億９，１５６万円６５億８，２０４万円国 民 健 康 保 険

特　

別　

会　

計

８万円３億２，５６３万円３億２，５７１万円学 校 給 食 事 業

５１万円３１億２，４４４万円３１億２，４９５万円公共下水道事業

△７，１２４万円６６億　２１４万円６５億３，０９０万円老 人 保 健

０円３，９４２万円３，９４２万円簡 易 水 道 事 業

１億８，０２７万円２４億５，３２６万円２６億３，３５３万円介 護 保 険

０円８，０２７万円８，０２７万円カルルス温泉スキー場事業

※表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない
　個所があります。

特　集
財
政
公
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平
成
平
成　

年
度
の
決
算
状
況
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そ
れ
で
は
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
の

18

決
算
収
支
に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
ま
す
。

　

決
算
収
支
と
は
、
歳
入
と
歳
出
の
差
額

の
こ
と
を
い
い
、
こ
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
の

良
し
あ
し
を
判
断
す
る
に
は
、
単
年
度
だ

け
で
は
な
く
、
前
年
度
や
翌
年
度
と
の
関

係
を
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

【
表
２
】
と
【
グ
ラ
フ
２
】
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
形
式
収
支

　

そ
の
年
度
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額

を
差
し
引
い
た
も
の
を
『
形
式
収
支
』
と

い
い
ま
す
。
平
成　

年
度
の
一
般
会
計
で

18

は
、
７
億
６
千　

万
円
の
黒
字
と
な
っ
て

660

い
ま
す
。

●
実
質
収
支

　

形
式
収
支
の
中
に
は
、
翌
年
度
へ
繰
り

越
し
た
事
業
に
充
て
る
財
源
（
こ
れ
は
当

年
度
で
は
な
く
翌
年
度
の
決
算
に
属
し
ま

す
）
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
こ
れ
を
差
し
引
い
て
収
支
の

状
況
を
判
断
し
ま
す
。
こ
れ
を
『
実
質
収

支
』
と
い
い
、
こ
の
実
質
収
支
が
黒
字
の

場
合
は
、
黒
字
団
体
と
い
い
、
赤
字
に
な

る
と
赤
字
団
体
と
い
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し

18

た
事
業
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
実
質
収
支

は
形
式
収
支
と
等
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
単
年
度
収
支

　

次
に
、
前
年
度
と
の
関
係
で
見
る
と
、

平
成　

年
度
の
収
入
に
は
平
成　

年
度
か

18

17

ら
繰
り
越
さ
れ
た
お
金
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
除
く
と
前
後
の
年
度
と
切
り

離
し
た
そ
の
年
度
だ
け
の
収
支
が
見
え
て

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
該
年
度
の
実
質
収
支

か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た

も
の
を
『
単
年
度
収
支
』
と
い
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
の
単
年
度
収
支

18

は
、
３
億　

万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

70

【
各
種
決
算
収
支
式
】

�
形
式
収
支
＝
歳
入－

歳
出

�
実
質
収
支
＝
形
式
収
支－

翌
年
度
へ
繰

　

り
越
す
べ
き
財
源

�
単
年
度
収
支
＝
実
質
収
支－
前
年
度
実

　

質
収
支

◎
収
支

【
特
別
会
計
】

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
収
入
を
も

っ
て
特
定
の
支
出
（
事
業
）
に
充
て
る

事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
収
支
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
一
般
会
計
と
切
り
離
し

て
経
理
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

�
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費

　

の
給
付
や
各
種
健
診
の
助
成
、
健
康

　

づ
く
り
な
ど
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

�
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

　
　

小
・
中
学
校
や
保
育
所
に
、
子
ど

　

も
た
ち
の
成
長
に
必
要
な
栄
養
を
満

　

た
す
こ
と
が
で
き
る
お
い
し
い
給
食

　

を
、
調
理
・
配
送
し
ま
す
。

�
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　

都
市
基
盤
整
備
の
一
環
と
し
て
公

　

共
下
水
道
を
整
備
し
ま
す
。
平
成　
18

　

年
度
は
、
主
に
登
別
東
町
の
う
ち
、

　

約　

・
５ 
㌶ 
の
区
域
を
整
備
し
、
３

25

　

月
末
の
下
水
道
普
及
率
は
約　

・
１

88

　

％
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
公
共
下
水
道
整
備
区
域
外

　

と
な
る
『
個
別
排
水
処
理
区
域
』
で

　

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
よ
り
、

　

市
が
浄
化
槽
を
設
置
・
維
持
管
理
す

　

る
『
個
別
排
水
処
理
施
設
整
備
事

　

業
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
老
人
保
健
特
別
会
計

　
　

老
人
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る

　

た
め
、
医
療
費
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

�
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計 

　
　

札
内
地
区
な
ど
の
飲
料
・
営
農
用

　

水
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

�
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　

介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
被
保

　

険
者
か
ら
の
保
険
料
を
財
源
と
し
て
、

　

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
を
対
象

　

に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

�
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
特
別

　

会
計

　
　

カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ

　

ー
場
の
運
営
を
委
託
し
、
ウ
イ
ン
タ

　

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
観
光
振
興
、

　

カ
ル
ル
ス
地
区

　

の
活
性
化
を
図

　

り
ま
す
。

【
企
業
会
計
】

　

企
業
会
計
と
は
、
独
立
採
算
制
を
追

求
す
る
企
業
的
色
彩
の
強
い
事
業
（
地

下
鉄
、
バ
ス
、
水
道
、
病
院
な
ど
）
を

行
う
場
合
に
、
地
方
公
営
企
業
法
の
規

定
に
基
づ
い
て
設
置
す
る
会
計
で
す
。

　

登
別
市
で
は
水
道
事
業
会
計
が
こ
れ

に
当
た
り
ま
す
。

�
水
道
事
業
会
計

　
　

安
全
で
良
質
な
水
の
供
給
や
配
水

　

管
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

平成１８年度平成１７年度区　　　分

７億　　　
６，６６０万円

４億　　　
６，５９０万円

形 式 収 支
（歳入歳出差引額）

０円０円翌年度へ繰り
越すべき財源

７億　　　
６，６６０万円

４億　　　
６，５９０万円実 質 収 支

３億７０万円△７，６１４万円単 年 度 収 支

【表２】収支の状況（一般会計）

※表示単位未満を四捨五入しているた
　め、積み上げ額が一致しない個所が
　あります。

0

1

2

3

4

5

6

－1

（億円） 

形式収支 実質収支 単年度収支 単年度収支 

平成17年度 

平成18年度 

－0.8

7.7
7

3.0

7.7

4.74.74.74.7

【グラフ２】収支の状況（一般会計）

特　集 ����
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歳
入
の
決
算
内
容
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

（
【
表
３
】
【
グ
ラ
フ
３
】
を
参
照
）
。

　

経
常
的
に
収
入
で
き
、
使
い
み
ち
が
自

由
な
お
金
（
『
経
常
一
般
財
源
』
と
い
い

ま
す
）
の
代
表
的
な
も
の
が
市
税
と
地
方

交
付
税
（
５
ペ
ー
ジ
財
政
用
語
解
説
②
を

参
照
）
で
、
こ
の
合
計
が
収
入
の
約　

％
54

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
財
源
の
ほ
か
、
補
助
金
や

市
債
な
ど
を
活
用
し
て
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
税
は
、
税
制
改
正
に
よ
り
個
人
住
民

税
定
率
減
税
の
減
税
率
半
減
な
ど
の
増
加

要
因
が
あ
り
ま
し
た
が
、
景
気
回
復
の
遅

れ
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

て
ほ
と
ん
ど
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
税
収
入
は
、
平
成　

年
度
に
約　

億

11

55

２
千　

万
円
あ
り
ま
し
た
が
、
７
年
で
約

500

４
億　

万
円
減
っ
て
お
り
、
財
政
的
に
非

900

千　

万
円
ま
で
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

540
実
質
的
な
地
方
交
付
税
は
、
大
き
く
減
少

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【表３】平成１８年度決算（一般会計）の
　　　　歳入内訳　　　　　（前年度比較）

【グラフ３】平成１８年度
　　　　　　一般会計歳入全体に占める割合

※表示単位未満を四捨五入しているため、
　積み上げ額が一致しない個所があります。

増　　減平成１８年度平成１７年度費　　目

０．５億円５１．２億円５０．７億円市 税

△　０．３億円５２．２億円５２．５億円地方交付税

△３１．８億円３４．２億円６６．１億円国・道支出金

△　１．６億円１２．７億円１４．３億円市 債

０．９億円４２．５億円４１．６億円そ の 他

△３２．２億円１９２．９億円２２５．１億円合　　計

【表４】実質的な地方交付税の推移

平成１８年度平成１７年度平成１６年度
平成１５年度

対前年度
増　減　額

対前年度
増　減　額

対前年度
増　減　額

△　　２，８０６万円５２億２，４５７万円７，７４２万円５２億５，２６２万円△　　１，６９８万円５１億７，５２１万円５１億９，２１９万円地 方 交 付 税

１９４万円４７億８，５５４万円１億１，９４４万円４７億８，３６１万円３，５０１万円４６億６，４１７万円４６億２，９１６万円普通交付税

△　　２，９９９万円４億３，９０２万円△　　４，２０２万円４億６，９０２万円△　　５，１９９万円５億１，１０４万円５億６，３０３万円特別交付税

△　　７，４３０万円５億１，５４０万円△ １億８，１００万円５億８，９７０万円△３億５，６８０万円７億７，０７０万円１１億２，７５０万円臨時財政対策費

△１億　２３６万円５７億３，９９７万円△ １億　３５９万円５８億４，２３２万円△３億７，３７８万円５９億４，５９１万円６３億１，９６９万円計

※表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない個所があります。

常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
平
成　

年
度
は
、
『 
三  
位  
一  
体 
の
改
革

さ
ん 
み 
い
っ 
た
い

19

　

（
５
ペ
ー
ジ
財
政
用
語
解
説
②
を
参
照

　

に
よ
る
税
源
移
譲
の
た
め
、
個
人
住
民

　

税
の
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
市
税
収
入

　

は
増
え
ま
す
が
、
国
庫
支
出
金
が
大
き

　

く
減
る
見
込
み
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
ま
す
が
、
国
に
よ
る
地
方
財
政
制

度
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
平
成　

年
度
か

13

ら
地
方
交
付
税
の
一
部
が
減
ら
さ
れ
、
各

自
治
体
で
赤
字
地
方
債
で
あ
る
臨
時
財
政

対
策
債
を
発
行
し
て
対
応
（
そ
の
元
利
償

還
金
は　

％
、
後
年
度
の
地
方
交
付
税
で

100

交
付
さ
れ
ま
す
）
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
地
方
交
付
税
に
こ
の
臨
時
財

政
対
策
債
を
加
え
た
も
の
が
、
実
質
的
な

地
方
交
付
税
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す

（
【
表
４
】
を
参
照
）
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
平
成　

年
度
に

15

　

億
２
千　

万
円
借
り
入
れ
が
認
め
ら
れ

11

750

て
い
た
も
の
が
、
平
成　

年
度
は
５
億
１

18

平成１８年度 平成１７年度 

22.0％ 

17.8％ 

27.1％ 

26.5％ 

6.6％ 

18.5％ 

29.4％ 

23.3％ 

22.5％ 

6.3％ 

22.0％ 

17.8％ 

27.1％ 

26.5％ 

6.6％ 

18.5％ 

29.4％ 

23.3％ 

22.5％ 

6.3％ 

市税 

地方交付税 

国・道支出金 

市債 

その他 

�
�
�
�
�

）

特　集
����
�������	
�

』

　

国
・
道
支
出
金
は
、
国
・
北
海
道
か
ら

市
に
交
付
さ
れ
る
使
い
み
ち
が
特
定
さ
れ

た
負
担
金
や
補
助
金
な
ど
で
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
前
年
度
よ
り
約　

億

18

31

８
千
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
国
庫

支
出
金
は
、
国
が
推
し
進
め
て
き
た
『
三

位
一
体
の
改
革
』
に
よ
っ
て
、
在
宅
福
祉

事
業
補
助
金
や
公
営
住
宅
家
賃
収
入
補
助

金
、
公
営
住
宅
家
賃
対
策
補
助
金
が
廃
止

さ
れ
る
と
と
も
に
、
児
童
扶
養
手
当
や
児

童
手
当
の
国
庫
負
担
率
が
引
き
下
げ
ら
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
き
く
減
少
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
減
額
さ
れ
た
分
は
、
使
い
み
ち

が
特
定
さ
れ
な
い
一
般
財
源
と
し
て
地
方

交
付
税
や
所
得
譲
与
税
で
措
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
北
海
道
か
ら
支
出
さ
れ
る
道
支

出
金
は
、
受
託
し
た
道
路
事
業
の
終
了
に

伴
っ
て
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
、
市

が
一
度
に
多
額
の
出
費
を
必
要
と
す
る
場

合
に
認
め
ら
れ
る
長
期
の
借
入
金
の
こ
と

で
す
。
地
方
公
共
団
体
の
資
金
調
達
手
法

の
１
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
主
に
次
の
よ

う
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

�
財
政
負
担
の
年
度
間
調
整
を
図
る
機
能

　
　

公
共
施
設
を
建
設
す
る
場
合
な
ど
、

　

一
度
に
多
額
の
出
費
を
す
る
と
ほ
か
の

　

事
業
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
市
債
を

　

借
り
入
れ
、
そ
の
返
済
を
長
期
間
分
割

　

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
財
政
負
担
を

　

平
準
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



�

　

歳
出
の
決
算
内
容
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

（
【
表
５
】
【
グ
ラ
フ
４
】
を
参
照
）
。

　

総
務
費
で
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害

を
予
測
し
危
険
な
場
所
や
避
難
場
所
な
ど

を
地
図
上
に
表
し
た
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

や
西
胆
振
地
域
の
自
治
体
に
よ
る
共
同
電

算
導
入
の
可
能
性
に
関
す
る
調
査
研
究
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
生
費
で
は
、
障
害
福
祉
費
に
つ
い
て

障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
『
障
害
者

自
立
支
援
法
』
が
平
成　

年
４
月
１
日
に

18

施
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
趣
旨
に
沿

っ
た
事
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
少
子
化
対
策

に
重
点
を
置
い
た
、
幌
別
西
児
童
ク
ラ
ブ

の
開
設
や
保
育
所
で
一
時
保
育
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

�������

【市税】
　個人市民税、法人市民税、固定資産
税、都市計画税、軽自動車税、市たば
こ税、入湯税などがあります。
【地方交付税】
　全国の地方公共団体間の財政的な不
均衡を調整して、どこに住んでいても
標準的な行政サービスや基本的な社会
資本が提供できるように財源を保障
（所得税・法人税・酒税などの国税５
税の一定割合を、地方公共団体に配
分）する制度で、地方の固有財源です。
　また、地方公共団体が借り入れた特
定の市債の元利償還金についても一定
の割合で地方交付税に算入するという
仕組みもあります。
【三位一体の改革】
　国庫補助負担金の改革、税源移譲を
含む税源配分の見直し、地方交付税の
改革の三つを同時かつ一体的に行おう
とする地方税財政制度の改革です。
�国庫補助負担金の改革 
　国から地方への補助金や負担金のあ
　り方の抜本的な見直し。
�地方交付税の改革
　地方への交付税総額の抑制。
�税源移譲を含む税源配分の見直し
　補助金減額相当分を国から地方に税
　源移譲。
【退職手当債】
　戦後の第一次ベビーブームで生まれ
た『団塊の世代』の大量退職などに伴
う退職手当の大幅な増加に対処するた
め、定員・人件費適正化計画を定め、
総人件費の削減に取り組む団体に対し
発行が認められる市債です。

増　　減平成１８年度平成１７年度費　　目

△　０．４億円９．６億円１０．０億円総　務　費

△　３．３億円５２．０億円５５．３億円民　生　費

０．３億円１１．９億円１１．６億円衛　生　費

△　０．９億円２．２億円３．１億円商　工　費

△３３．４億円１９．９億円５３．３億円土　木　費

△　０．３億円０．８億円１．１億円消　防　費

０．４億円９．７億円９．３億円教　育　費

１．０億円３１．３億円３０．２億円公　債　費

△　０．５億円４２．７億円４３．２億円給　与　費

１．８億円５．１億円３．３億円そ　の　他

△３５．２億円１８５．２億円２２０．４億円合　　計

【表５】平成１８年度決算（一般会計）の歳出内訳
（前年度比較）

※その他には、議会費、労働費、農林水産業費が含ま
　れています。
※表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額
　が一致しない個所があります。
※６�財政用語解説③を参照。

【グラフ４】一般会計歳出全体に占める割合

�
�
�
�
�

平成１８年度 平成１７年度 
4.4％ 

23.0％ 

16.9％ 

5.2％ 

10.8％ 

28.1％ 

5.2％ 

6.4％ 

3.4％ 

19.6％ 

13.7％ 

4.2％ 

24.2％ 

25.1％ 

5.3％ 

4.4％ 

23.0％ 

16.9％ 

5.2％ 

10.8％ 

28.1％ 

5.2％ 

6.4％ 

3.4％ 

19.6％ 

13.7％ 

4.2％ 

24.2％ 

25.1％ 

5.3％ 

4.5％ 4.5％ 

総務費 

民生費 

衛生費 

土木費 

教育費 

公債費 

給与費 

その他 

特　集 ����
�������	
�

�
世
代
間
の
負
担
を
公
平
化
す
る
機
能

　
　

建
設
し
た
施
設
な
ど
は
、
後
世
の
市

　

民
も
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に
わ

　

た
っ
て
市
債
を
償
還
す
る
こ
と
で
世
代

　

間
の
負
担
を
公
平
に
す
る
と
い
う
役
割

　

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
約

１
億
６
千
万
円
減
り
、
３
年
連
続
で
減
少

し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
、
団
塊
の
世
代
に
あ
る

18

市
職
員
の
大
量
退
職
に
よ
る
財
政
負
担
を

緩
和
す
る
た
め
、
退
職
手
当
債
（
財
政
用

語
解
説
②
を
参
照
）
を
２
億
３
千　

万
円

440

借
り
入
れ
ま
し
た
が
、
臨
時
財
政
対
策
債

が
７
千　

万
円
減
少
し
た
こ
と
や
厳
し
い

430

財
政
状
況
か
ら
建
設
事
業
を
抑
制
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
市
債
は
減
少
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
で
は
、
繰
入
金
と
し
て
当
初

予
算
で
計
上
し
て
い
た
財
政
調
整
基
金
６

億
７
千　

万
円
と
減
債
基
金
１
億
７
千　

800

937

万
５
千
円
の
取
り
崩
し
は
、
退
職
手
当
債

の
発
行
が
年
度
の
途
中
で
認
め
ら
れ
た
こ

と
や
経
費
節
減
な
ど
の
結
果
、
財
政
調
整

基
金
は
こ
れ
を
や
め
、
減
債
基
金
は
２
千

　

万
５
千
円
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま

937し
た
。

　

今
後
、
市
の
財
政
状
況
は
、
就
労
人
口

の
減
少
に
伴
う
市
税
収
入
の
減
少
や
高
齢

者
人
口
の
増
加
に
伴
う
扶
助
費
の
増
加
、

公
債
費
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
れ
に
備
え
、
で
き
る
だ
け
基
金

（
市
の
貯
金
）
を
取
り
崩
さ
な
い
よ
う
に

努
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。



　

衛
生
費
で
は
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
５
台
購
入
し
、
し
ん
た　
21

や
総
合
体
育
館
な
ど
の
主
要
施
設
に
配
置

し
た
ほ
か
、
生
活
排
水
の
長
期
的
・
総
合

的
な
方
向
性
を
定
め
る
た
め
、
生
活
排
水

処
理
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

土
木
費
で
は
、
市
道
の
改
良
・
舗
装
・

排
水
整
備
や
亀
田
記
念
公
園
の
整
備
、
キ

ウ
シ
ト
湿
原
の
緑
地
保
全
、
市
営
住
宅

（
幌
別
東
団
地
）
の
建
て
替
え
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

消
防
費
で
は
、
消
火
栓
の
新
設
や
消
防

用
機
器
（
空
気
呼
吸
器
）
の
購
入
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
旧
登
別
温
泉
中
学
校
を

改
修
し
、
の
ぼ
り
べ
つ
文
化
交
流
館
を
開

設
し
た
ほ
か
、
市
民
会
館
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
工
事
、
総
合
体
育
館
の
駐
車
場
整
備

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
後
ろ
で
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。

　

給
与
費
は
、
団
塊
の
世
代
に
あ
る
職
員

が
退
職
の
時
期
を
迎
え
た
た
め
、
退
職
手

当
額
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
職
員
の
新
規

採
用
の
抑
制
や
市
独
自
の
給
与
削
減
な
ど

人
件
費
の
縮
減
に
努
め
た
結
果
、
約
５
千

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
市
債
の
発
行
を
抑
制
し
、

元
金
の
残
高
が
減
少
し
て
い
る
（
【
表

６
】
を
参
照
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成

下
水
道
事
業
や
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、

葬
斎
場
、
市
民
プ
ー
ル
の
建
設
な
ど
、
遅

れ
て
い
た
都
市
基
盤
整
備
や
施
設
の
老
朽

化
へ
の
対
応
に
よ
り
発
行
額
が
増
加
し
た

た
め
、
公
債
費
が
膨
ら
み
、
市
の
財
政
を

圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
大
型
建
設
事
業
を
で
き

る
だ
け
控
え
て
市
債
発
行
を
抑
制
し
て
も
、

葬
斎
場
と
市
民
プ
ー
ル
建
設
に
係
る
平
成

　

・　

年
度
に
借
り
入
れ
た
分
の
元
金
償

15

16

還
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
公
債
費
の
増
加

傾
向
が
続
き
ま
す
。

　

市
債
と
し
て
借
り
入
れ
た
お
金
は
も
ち

ろ
ん
返
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
地
方
交
付

税
で
市
に
交
付
さ
れ
る
市
債
が
あ
り
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
や
減
税
補
て
ん
債
、
財

源
対
策
債
、
公
共
下
水
道
事
業
債
な
ど
の

市
債
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
プ
ー
ル
や
ク
リ
ン
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
建
設
事
業
費
に
充
て
た
市
債
も

こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

市
は
、
市
債
を
借
り
入
れ
る
場
合
、
で

き
る
だ
け
地
方
交
付
税
へ
の
元
利
償
還
金

算
入
割
合
の
高
い
市
債
を
選
択
す
る
な
ど
、

財
政
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
一
般
会
計
の
長
期
債

18

元
利
償
還
額　

億　

万
円
の
う
ち
、　

億

25

279

12

４
千　

万
円
が
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ

507

ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
公
債
費
は
人
件
費
や
扶
助

費
と
同
様
に
義
務
的
な
経
費
で
す
。
限
ら

れ
た
財
源
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
地
方

公
共
団
体
に
と
っ
て
、
過
度
な
市
債
の
発

行
は
財
政
を
圧
迫
す
る
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

年
度
と
の
比
較
で
、
１
億
円
ほ
ど
増
え

17ま
し
た
（
５
㌻
【
表
５
】
を
参
照
）
。

　

そ
の
理
由
は
、
平
成　

年
度
に
オ
ー
プ

16

ン
し
た
葬
斎
場
と
市
民
プ
ー
ル
建
設
の
際

に
借
り
入
れ
た
市
債
の
う
ち
、
平
成　

年
14

度
に
借
り
入
れ
た
分
に
つ
い
て
、
元
金
償

還
の
据
え
置
き
期
間
（
３
年
間
）
が
終
了

し
、
そ
れ
ま
で
の
利
子
の
支
払
い
に
、
元

金
の
支
払
い
が
加
わ
っ
た
た
め
で
す
。

　

近
年
の
市
債
の
状
況
を
み
る
と
、
公
共

�
�
�
�
�
�
�

�
議
会
費
…
議
会
の
活
動
に
使
わ
れ
る
費

　

用
。

�
総
務
費
…
全
般
的
な
管
理
事
務
、
徴
税
、

　

選
挙
、
財
務
事
務
な
ど
に
要
す
る
費
用
。

�
民
生
費
…
市
民
の
生
活
と
社
会
生
活
の

　

保
障
（
社
会
福
祉
な
ど
）
に
使
わ
れ
る

　

費
用
。

�
衛
生
費
…
病
気
の
予
防
や
ご
み
の
処
理

　

な
ど
、
市
民
が
健
康
で
衛
生
的
な
生
活

　

を
送
る
た
め
に
使
わ
れ
る
費
用
。

�
労
働
費
…
職
業
訓
練
の
充
実
や
失
業
対

　

策
な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用
。

�
農
林
水
産
業
費
…
農
業
や
漁
業
、
林
業

　

の
振
興
に
使
わ
れ
る
費
用
。

�
商
工
費
…
商
業
や
工
業
の
振
興
、
観
光

　

事
業
な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用
。

�
土
木
費
…
道
路
や
公
園
の
整
備
、
市
営

　

住
宅
の
建
設
な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用
。

�
消
防
費
…
消
火
活
動
や
救
急
救
命
な
ど

　

に
使
わ
れ
る
費
用
。

�
教
育
費
…
小
・
中
学
校
の
運
営
、
学
校

　

建
設
な
ど
、
教
育
の
た
め
に
使
わ
れ
る

　

費
用
。

�
公
債
費
…
道
路
や
学
校
な
ど
を
造
る
た

　

め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
返
済
に
充
て

　

る
費
用
。

�
給
与
費
…
人
件
費
な
ど
に
要
す
る
費
用
。

【表６】市債（元金）の状況

※表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない個所があります。

平成１８年度末残高平成１８年度中借入額平成１８年度中償還額平成１７年度末残高区　　　　　分

２９４億５，５０５万円１２億７，０８０万円２５億　２７９万円３０６億８，７０４万円一 般 会 計

２，１４０万円０円８０９万円２，９４９万円学 校 給 食 事 業
特 別 会 計

１９４億６，５１８万円１１億４，７６０万円７億３，１４０万円１９０億４，８９８万円公共下水道事業
特 別 会 計

５，５４８万円１，３８０万円１，１８８万円５，３５６万円簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計

４８９億９，７１１万円２４億３，２２０万円３２億５，４１７万円４９８億１，９０７万円合　　　　　計

�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

特　集
����
�������	
�



　

市
債
の
発
行
は
、
そ
れ
を
充
て
る
事
業

の
性
格
や
、
事
業
年
度
に
お
け
る
世
代
の

負
担
、
そ
し
て
後
年
度
の
世
代
に
与
え
る

負
担
と
い
っ
た
こ
と
を
長
期
的
・
総
合
的

な
視
野
に
立
っ
て
慎
重
に
判
断
し
て
行
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
貯
金
は
、
基
金
と
い
う
形
で
保
管

し
て
い
ま
す
（
【
表
７
】
を
参
照
）
。

　

こ
の
う
ち
、
特
定
目
的
基
金
と
は
、
条

例
で
定
め
た
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
し

て
い
る
基
金
で
、
そ
の
目
的
以
外
に
使
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

財
政
調
整
基
金
は
、
各
年
度
の
財
源
調

整
や
災
害
な
ど
の
緊
急
を
要
す
る
財
政
需

要
に
対
応
す
る
た
め
の
基
金
で
す
。

　

減
債
基
金
は
、
市
債
の
償
還
に
充
て
る

基
金
で
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
は
、
介

護
保
険
料
の
改
定
の
と
き
に
高
く
な
り
過

ぎ
な
い
よ
う
調
整
す
る
た
め
に
使
う
基
金

で
す
。

　

市
が
保
有
す
る
財
産
の
内
訳
は
、
【
表

８
】
の
と
お
り
で
す
。

　

市
は
、
平
成　

年
度
を
財
政
健
全
化
の

16

初
年
度
と
し
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や

民
間
委
託
、
職
員
数
の
削
減
な
ど
行
政
改

革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
職
員
給
与
の

独
自
削
減
な
ど
積
極
的
な
歳
出
縮
減
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
平
成

　

年
度
は
、
実
質
収
支
で
黒
字
と
な
り
ま

18し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
、
市
の
財
政
は
さ
ら
に

厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

景
気
の
低
迷
や
就
労
人
口
の
減
少
に
よ
る

市
税
収
入
の
伸
び
悩
み
、
立
ち
遅
れ
て
い

た
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
や
施
設
の
老
朽

化
へ
の
対
応
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
市
債

の
返
済
に
伴
う
公
債
費
の
増
加
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
三
位
一
体
の
改
革
は
平
成　

年
18

度
で
一
応
の
決
着
を
み
ま
し
た
が
、
今
後
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実
質
的
な
地

方
交
付
税
制
度
が
ど
の
よ
う
に
見
直
し
さ

れ
る
か
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
市
の
財
政
を
取
り
巻
く
状

況
が
大
変
厳
し
い
今
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
登
別
市
も
財
政

運
営
の
方
向
を
誤
る
と
『
財
政
破
綻
』
に

陥
り
か
ね
な
い
と
い
う
、
危
機
意
識
を
共

有
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

市
は
、
財
政
は
厳
し
く
と
も
、
新
た
な

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、
行
政
の
担
う

べ
き
役
割
を
果
た
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
、
行
政
改
革
に
よ
っ
て
、
不
断
に
事
務

事
業
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
れ
に
も
限
界
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
で
き
る
だ
け
大
型
建
設

事
業
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
や
め
る
べ
き
か
と
い
っ
た
選
択

も
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
市

政
情
報
の
提
供
に
努
め
、
皆
さ
ん
の
声
に

耳
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
個
性
豊

か
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
政
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１８年度末残高１８年度中積立額１８年度中処分額１７年度末残高区　　　　分

８億６，６９６万円７８万円０円８億６，６１８万円財 政 調 整 基 金

３億２，８４２万円５，２６１万円２，９３８万円３億　５１８万円減 債 基 金

１３億６，１３０万円１億９，４８４万円３億１，９３８万円１４億８，５８４万円特 定 目 的 基 金

８億４，１３９万円１億６，２４４万円２億円８億７，８９５万円退 職 手 当 基 金

３，７６２万円５万円４００万円４，１５８万円観 光 開 発 基 金

１，１７５万円１５６万円１８３万円１，２０２万円墓 地 管 理 基 金

２，８７４万円３万円１８６万円３，０５７万円いきいき人とまち基金

６，００９万円１２９万円１，０００万円６，８８０万円生涯学習振興基金

１，５０５万円２１万円０円１，４８４万円社会福祉事業基金

１億５，３３７万円３８０万円４，０００万円１億８，９５７万円おもいやり基金

７，５９３万円２，５１２万円６，０４８万円１億１，１２９万円一般廃棄物処理施設整備基金

１億３，４９３万円３２万円０円１億３，４６１万円新図書館建設基金

２４２万円０円１２１万円３６２万円特定農山村地域活動支援基金

２５億５，６６８万円２億４，８２４万円３億４，８７５万円２６億５，７１９万円小　　　計

３億４，６６８万円７，１６０万円０円２億７，５０８万円介護給付費準備基金

１億９，７７２万円２３万円５９５万円２億　３４４万円運 用 基 金

１億９，７７２万円２３万円５９５万円２億　３４４万円土地開発基金（現金）

３１億　１０８万円３億２，００７万円３億５，４７０万円３１億３，５７２万円合　　　計

５億８，６７２万円４，５１５万円０円５億４，１５７万円北海道市町村備荒資金
組 合 納 付 金

３６億８，７８０万円３億６，５２２万円３億５，４７０万円３６億７，７２９万円総　合　計

１０万９，３３０平方メー
トル ４５７平方メー

トル ０平方メー
トル １０万８，８７３平方メー

トル 土地開発基金（土地）

【表７】基金の状況

※表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない個所があります。

面積・金額区　　　分

６４７万２，２７１平方メー
トル 土 地

２８万５，４７３平方メー
トル 建 物

３６億８，７８０万円現 金
基金など

１０万９，３３０平方メー
トル 土 地

１０億５，１７１万円債権など
そ の 他

６万４，３０５平方メー
トル 土 地

【表８】市有財産の内訳
　　　　（平成１８年度末現在）

市の財政についての
お問い合わせは

財政グループ
�○８５ １３３１
�○８５ １１０８

Eメール：fin@city.　
noboribetsu.hokkai
do.jp　　　　　　　
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▲幌別浄水場取水口
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　水道事業は、地方公営企業法に基づき地方自治体が経営
する企業として運営されています。
　会計制度は、企業の経営成績や財政状態を明らかにする
ため、企業会計方式を採用しているほか、事業に必要な経
費は経営に伴う収入（水道料金収入）をもって充てるとい
う独立採算制を原則に経営しています。
　このため、事業の運営に当たっては、本来の目的である
公共の福祉を増進するとともに、常に効率的な事業運営を
図り、企業の経済性を発揮することが求められています。
　水道事業は、将来にわたり市民の皆さんへ安定給水する
ことを使命としており、そのためには、水源の確保や水道
施設の整備などの事業が不可欠になっています。
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　収益的収支とは、水をつくり、ご家庭に水をお届け
するための収支を表したものです。
　収入合計は、予算の８億9,918万円に対し決算は９
億75万円で157万円の増となりました。
　一方、支出合計は、予算の８億9,038万円に対し決
算は８億8,373万円で665万円の減となりました。
　この結果、収支決算は、予算の880万円に対し1,702
万円の黒字となりました。
　この黒字額については、国などからの借入金の今後
の元金償還に備えるため減債積立金に202万円、配水
管の更新などの施設整備に備えるため建設改良積立金
に1,500万円を積み立てする予定です。

　資本的収支とは、配水池の建設や配水管の整備など
に使用するための収支を表したものです。
　収入合計は、予算の１億1,653万円に対し決算は１
億853万円で800万円の減となりました。
　一方、支出合計は、予算の５億2,916万円に対し決
算は４億7,677万円で5,239万円の減となりました。
　この結果、収支決算は、予算の４億1,263万円に対
し３億6,824万円の財源不足となりました。
　この不足額については、収益的支出のうち現金の支
出を必要としない費用の減価償却費など内部留保して
いる損益勘定留保資金で補てんしました。

◎資本的収支

◎収益的収支

５２,６１４人給 水 人 口

２２,０２０戸給 水 戸 数

４,４３０,３７１立方メー
トル 

　（１日１人当たり
　　　　　　平均２３１�）

年 間 給 水 量

１４,０８３立方メー
トル 

平 均 配 水 量 
（１日当たり）

（平成１８年度）

【収益的収支】

金　　　額項　　　目

9億 　75万円収益的収入

9億   　1万円
8億4,036万円

営 業 収 益
( 内 給 水 収 益 )

74万円営 業 外 収 益

8億8,373万円収益的支出

7億1,934万円営 業 費 用

1億6,025万円営 業 外 費 用

414万円特 別 損 失

1,702万円純　 　 　 利　 　 　 益

【資本的収支】

金　　　額項　　　目

1億　853万円資本的収入

8,290万円企 業 債

2,563万円負 担 金

4億7,677万円資本的支出

2億6,380万円建 設 改 良 費

2億1,297万円企 業 債 償 還 金

3億6,824万円不　 　 　 足　 　 　 額
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▲ 橋梁添架管 
きょうりょうてんがかん
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▲ 耐  震  継  手  管 
たい しん つぎ て かん

　平成18年度に実施した主な工事は、次のとおりです。
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　バランスシート（貸借対照表）は、企業の財政状態を明らかにするため、
保有するすべての資産や負債、資本を表示したもので、株主などに会社の経
営内容を知ってもらうために作成される報告書です。
　次の表は、平成18年度末現在での水道事業の財政状態を表したものです。

【バランスシート】
▲幌別浄水場の水質監視盤

������
　安定した水の供給を維持するためには、浄水場や配水管などの水道施
設を常に整備していかなければなりません。
　この整備には、億単位のお金が必要になり、手持ちのお金では賄うこ
とができません。
　そこで、国などから借金をして、水道料金の中から返済しています。
水道事業では、この借金を『企業債』といいます。
　また、この借金は、現在、水道を利用している市民だけではなく、将
来、利用する市民にも公平に負担してもらうという目的もあります。
　平成18年度末現在で借入元金の残高は、55億8,366万円（バランスシ
ート参照）となっています。これを給水人口１人当たりに換算すると10
万6,125円になります。

水道事業会計についての
お問い合わせは

水道グループ
�○８５ 5501　�○８５ 5805
Ｅメール：gyoumu@city.
noboribetsu.hokkaido.jp

事　業　費工　　事　　内　　容区　分

３，６５２万円
　幹線となる配水管（水道管）を布設し、水道水の安定供給を図る
ための工事を行いました。また、配水管が整備されていない公道内
に、配水管を布設し、水圧低下などの解消を図る工事を行いました。

送配水管
新設工事

４，４９２万円　赤水発生の解消や地震などの災害に強い水道施設の整備を図
るため、老朽化した配水管の改良（更新）工事を行いました。

送配水管
改良工事

４，６９９万円　公道の拡幅工事や下水道工事などに伴い、配水管の移設工
事を行いました。

送配水管
移設工事

６６８万円　配水管工事に伴う道路の舗装復旧工事や旧美園ポンプ場解
体工事などを行いました。

その他送配
水 の 工 事

３，０１４万円　計量法で定められている水道メーターの取り替え（８年ご
と）の工事を行いました。

水道メータ
ー取替工事

７８０万円　登別温泉浄水場沈澱池設備の一部改修や幌別浄水場水質監
視装置の増設などを行いました。

そ の 他
設備工事

金　　額区　　　　　分（負　債・資　本）金　　額区　　　　　　　分（資　産）

1億  336万円流　　動　　負　　債83億1,527万円固　　定　　資　　産

5,043万円未払金（未払いの債務）

83億1,527万円有形固定資産 
（建物・配水管・水道メーターなど） 14万円前受金（概算払いの水道料金）

5,279万円その他（下水道料金預り金など）

68億6,862万円資　　　本　　　金3億7,337万円流　　動　　資　　産

12億8,496万円自己資本金 
（建設改良積立金の取崩額など）2億8,020万円預金現金（手持資金）

55億8,366万円借入資本金（企業債）8,999万円未収金（未納水道料金）

17億1,666万円剰　　　余　　　金315万円貯蔵品（たな卸資産）

14億9,327万円資本剰余金（工事負担金など）3万円その他流動資産

2億2,339万円利益余剰金（減債積立金など）

86億8,864万円負　債　・　資　本　合　計86億8,864万円資　　　産　　　合　　　計
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
に
登
録
す
る
約
４

千　

人
の
求
職
者
の
う
ち
、
約
３
割
を
占

500
め
る
市
内
の
求
職
者
の
求
職
活
動
を
少
し

で
も
効
率
よ
く
支
援
す
る
た
め
、
市
は
こ

れ
ま
で
市
役
所
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
や
各
支
所

に
求
人
票
や
求
人
一
覧
表
を
設
置
し
、
情

報
提
供
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
希
望
す

る
企
業
の
面
接
な
ど
を
受
け
る
場
合
は
、

室
蘭
市
に
あ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
ま
で

行
っ
て
、
紹
介
状
の
交
付
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
市
は
北
海
道
労
働
局
な
ど

に
以
前
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
の
登
別

出
張
所
の
設
置
な
ど
を
要
望
し
て
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
国
の
財
政
的
な
面
か
ら
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま

ま
で
は
地
域
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
進
ま
な
い
た
め
、
平
成　

年
度
か
ら
北

17

海
道
労
働
局
と
地
方
自
治
体
と
の
協
力
に

よ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
設
置
し
て
い
な

い
地
方
自
治
体
に
地
域
職
業
相
談
室
を
設

置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
が
共
同
で
登
別

市
地
域
職
業
相
談
室
『
ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
の

ぼ
り
べ
つ
』
を
設
置
し
、
７
月　

日
に
オ

17

ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
職
業
相
談
室
は
、
道
内
で
札
幌
市

西
区
や
清
田
区
、
北
広
島
市
、
恵
庭
市
に

続
い
て
５
番
目
の
設
置
と
な
り
、
皆
さ
ん

の
住
ん
で
い
る
ま
ち
で
求
職
活
動
の
支
援

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

『
ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
の
ぼ
り
べ
つ
』
に
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
員
２
人
と
市
の
職
員

１
人
が
、
土
・
日
曜
日
や
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
い
て
常
駐
し
、
職
業
相
談
や
職
業

紹
介
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ほ
か
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
に
登
録
さ
れ
た
求
人

情
報
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
で
提
供
す
る
『
自

己
検
索
機
』
を
３
台
設
置
し
ま
し
た
。
こ

の
『
自
己
検
索
機
』
は
、
画
面
を
タ
ッ
チ

す
る
こ
と
に
よ
り
操
作
が
で
き
、
誰
で
も

簡
単
に
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
と
い
う
方
に
は
、
従

来
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設
置
し

て
い
た
フ
ァ
イ
ル
形
式
に
よ
る
求
人
情
報

の
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
て
『
ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
の
ぼ
り
べ

つ
』
で
職
業
相
談
や
職
業
紹
介
を
受
け
る

方
に
は
、
『
ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
受
付
カ
ー
ド

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド
は
今
後

の
ご
利
用
に
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

次
回
以
降
も
持
参
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
『
ジ
ョ
ブ
ガ

イ
ド
の
ぼ
り
べ
つ
』
の
受
付
に
求
職
の
登

録
や
相
談
、
紹
介
、
求
人
情
報
の
閲
覧
な

ど
の
ご
用
件
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
要
件
に
応
じ
て
ご
案
内
し
ま
す
。

①
は
じ
め
て
求
職
活
動
を
す
る
方

　

職
業
相
談
を
受
け
る
と
き
は
求
職
の
登

録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

受
付
で
求
職
申
込
書
を
受
け
取
り
希
望

条
件
な
ど
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

『
職
業
相
談
受
付
カ
ー
ド
』
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
の
カ
ー
ド
の
番
号
が
呼
ば

れ
て
か
ら
相
談
窓
口
で
相
談
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

『
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
』
を
受
付

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

『
職
業
相
談
受
付
カ
ー
ド
』
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
そ
の
カ
ー
ド
の
番
号
が
呼
ば

ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
の
ぼ
り
べ
つ
で

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

ご
利
用
の
流
れ

▲ガラス張りの壁に大きく張られたジョブガイドのぼりべつの文字

▲入口からは相談窓口の様子が見えない ▲ファイル式の求人情報

▲求職の登録や相談などを行う相談窓口

▲相談窓口のテーブル

□
求
職
の
登
録
や
相
談
を
受
け
る
場
合

②
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る
方 

』
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　場　所　中央町４丁目１１（アーニス２階）
　開館日と利用時間　平日　１０～１７時
　休館日　土・日曜日、祝日、年末年始

　問い合わせ
　ジョブガイドのぼりべつ
　�○８１ ５５５５　�○８１ ５５８８

れ
て
か
ら
相
談
窓
口
で
相
談
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

職
業
相
談
員
が
『
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
』
に
ゴ
ム
印
を
押
印
し
ま
す
。

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
に
求
職
の
登
録
を

　

さ
れ
て
い
て
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い

　

な
い
方

　

『
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
』
を
受
付
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

『
職
業
相
談
受
付
カ
ー
ド
』
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
そ
の
カ
ー
ド
の
番
号
が
呼
ば

れ
て
か
ら
相
談
窓
口
で
相
談
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

 　

求
人
情
報
は
、
自
己
検
索
機
と
フ
ァ
イ

ル
に
よ
り
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
己
検
索
機
を
利
用
す
る
場
合
は
、
受

付
で
『
パ
ソ
コ
ン
ご
利
用
カ
ー
ド
』
を
交

付
し
ご
案
内
し
ま
す
。

　

自
己
検
索
機
の
利
用
時
間
は
１
人　

分
30

程
度
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
帰
り
の
際
は
『
パ
ソ
コ
ン
ご
利
用
カ

ー
ド
』
を
受
付
に
戻
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ァ
イ
ル
形
式
の
求
人
情
報
の

閲
覧
は
、
備
え
て
い
る
場
所
で
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

 　

自
己
検
索
機
に
よ
る
『
求
人
情
報
の
閲

覧
』
に
よ
り
求
人
の
紹
介
を
受
け
た
い
場

合
は
、
自
己
検
索
機
か
ら
求
人
票
を
印
刷

し
て
、
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
『
求
人
情
報

の
閲
覧
』
に
よ
り
求
人
の
紹
介
を
受
け
た

い
場
合
は
、
フ
ァ
イ
ル
を
受
付
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

『
求
人
情
報
の
閲
覧
』
以
外
の
求
人
の

紹
介
を
受
け
た
い
場
合
は
、
受
付
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
の
場
合
も
受
付

が
相
談
窓
口
に
ご
案
内
し
ま
す
。

 　

離
職
者
や
企
業
が
行
う
雇
用
保
険
関
係

の
手
続
き
、
企
業
が
行
う
求
人
関
係
の
手

続
き
は
、
今
ま
で
ど
お
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

室
蘭
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

□
求
人
の
紹
介
を
受
け
る
場
合

□
求
人
情
報
を
閲
覧
す
る
場
合 

□
ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
の
ぼ
り
べ
つ

　

で
取
り
扱
え
な
い
業
務

▲７月１７日に行われたオープニングセレモニーのテープカット

▲求人情報を提供する自己検索機

入　口

登別市地域職業相談室
『ジョブガイドのぼりべつ』登別市地域

情報センター

受付

相談窓口

▲ジョブガイドのぼりべつの配置図

求人情報の
自己検索機
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　平成９年に、登別市と『友好の 絆 』を締結したデンマ
きずな

ークのリンゲ市とウィスリンゲ市が、今年１月に近隣自
治体と合併し『ファボー・ミッドフュン市』となったた
め、あらたに新市と『友好都市協定書』を締結しました。
　この締結は、デンマークとの交流を契機に設立した登
別デンマーク協会の10周年事業として、市長を含む会員
の27人がデンマークへ親善訪問し、その中で、６月10日
にファボー・ミッドフュン市にあるステンスゴーズ城で
約60人が参加し、歓迎夕食会に引き続き両市の市長によ
る調印が行われ、これまでの交流団体などへの支援に加
えて、市民交流や文化交流の推進を誓い合いました。
　同協会がデンマークを訪れるのは今回が３回目。参加
者は、登別マリンパークニクスのニクス城のモデルとな
ったイーエスコウ城やカルルスの語源となったチェコの
カルロヴィ・ヴァリ（ドイツ語でカールスバート）など
を見学したほか、デンマークではホームステイやウエル
カムパーティーなどで交流を深めました。

～七夕工作～�������	
��
　６月16日�に鷲別公民館、30日�に市立図
書館で『七夕工作』（市主催）が行われまし
た。
　この催しは、七夕に飾る七夕飾りを制作す
るもので、幼児や小学生など２日間で８人が
参加しました。
　この日は、自分の好きな色の色紙を星やハ
ート、スイカ、飛行機、あみ飾りなどの形に
切り取るのに悪戦苦闘しながらも、図書館の
職員や保護者に教えてもらいながら、切り取
った色紙で願いを込めて短冊などの七夕飾り
を完成させていました。

�����������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������										
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　７月14日�と15日�、幌別北駅前通とらいば公園を会場
に、今年で11回目の開催となる『2007年のぼりべつ豊水ま
つり』（同実行委員会主催）が行われました。
　小学１年生の開幕宣言と花火で始まったお祭りは、初日
に缶つみ競争やちびっこ浴衣ショー、太鼓の競演、歌謡シ
ョーなどが行われたほか、メーンとなる大群舞『豊水トン
トン』では、17団体約600人が参加し優勝賞金10万円を目
指して、小雨の中も元気いっぱい華麗な舞を披露。沿道の
観客からは大きな声援が送られていました。
　２日目は、あいにくの雨によりよさこいソーランが中止
になりましたが、フラダンスやなつかしのオールデイズ・
オンステージ、ビンゴ大会などが行われ、恒例となった夏
の市民まつりを楽しむ大勢の市民でにぎわいました。

～2007年のぼりべつ豊水まつり～�������	




��

～登別地区『児童館まつり』～

　６月26日�から28日�までの３日間、昨年11月に『友
好都市提携同意書』を締結したサイパン市のトゥデラ市
長が登別市を訪れました。
　この訪問は、サイパン市との具体的な交流を進めるた
め、上野市長がトゥデラ市長を招待したもので、北海道
遺産の登別地獄谷や天然温泉の足湯、テーマパークなど
を視察し、27日�の夜は市内のホテルで昨年のサイパン
ツアーの参加者が中心となり、ウエルカムパーティーを
開催しトゥデラ市長との交流を深めました。
　トゥデラ市長は、初めて見る大きなヒグマに驚いたり、
歩いて疲れた足を足湯で 癒 やしたり市内の名所に満足し

い

た様子で、ウエルカムパーティーでは郷土芸能の熊舞や
地場の食材を利用した料理に感激していました。
　今後は、雪の降らないサイパンの子どもたちを冬の登
別に招待し、ふぉれすと鉱山やカルルス温泉サンライバ
スキー場で雪の体験や市民との交流などが予定されてい
ます。

～市民ソフトボール大会～

　７月14日�、登別・富浦児童館と登別温泉児童室に通
う子どもたち約120人が登別児童館に集まって登別地区
の『児童館まつり』（市主催）が行われました。
　今年から、校区一体化により登別温泉児童室に通う子
どもたちも参加。気温の上がらない中、半そで・短パン
で参加する子どももいました。
　この日は、金額の入った1人300円分の券が配られ、ま
つり開始の笛の合図とともに、くじやヨーヨーつり、お
みせやさん、射的などが始まり、子どもたちは列を成し
ながら歓声を上げていました。このほか３枚の板を縦に
積み上げるかまぼこ板たてゲームや好きな色のスライム
を作る体験コーナーなどが行われました。

　７月１日�、岡志別の森運動公園で12チームが参加し
て、市民ソフトボール大会（文化・スポーツ振興財団主
催）が行われました。
　このソフトボール大会は、今まで秋に開催の市民健康
スポーツフェスティバルで行われていた催しの一つで、
今年はこの時期と秋にも開催が予定されています。
　この日は、主催者のあいさつに引き続いてストレッチ
運動が行われ、その後試合開始。参加チームは朝野球チ
ームが多く、日ごろから練習しているとあって動きは軽
快で、ホームランやファインプレーが飛び出すと周りか
ら大きな歓声が上がっていました。
　参加者は、すがすがしい風を受けながら気持ちのよい
汗を流していました。
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▼
問
い
合
わ
せ　

高
齢
・
介
護
グ
ル
ー

　

プ
（
�
○８５
 

５
７
２
０
）

人が輝き　まちがときめく

　

介
護
認
定
で
、
『
要
支
援
１
』
も
し

く
は
『
要
支
援
２
』
と
認
定
さ
れ
た
方

は
、
今
の
状
態
を
こ
れ
以
上
悪
化
さ
せ

な
い
よ
う
に
『
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
』

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

通
所
す
る
介
護
施
設
で
、
食
事
の
提

供
な
ど
を
行
う
基
本
的
サ
ー
ビ
ス
や
着

替
え
、
入
浴
な
ど
の
生
活
行
為
が
自
分

で
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
行
う
ほ
か
、

そ
の
方
の
目
標
に
合
わ
せ
た
選
択
的
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

老
人
保
健
施
設
や
医
療
機
関
な
ど
で
、

食
事
の
提
供
な
ど
の
基
本
的
サ
ー
ビ
ス

や
そ
の
方
の
目
標
に
合
わ
せ
た
選
択
的

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
。

　

自
分
で
で
き
な
い
調
理
や
洗
濯
な
ど

の
生
活
行
為
に
つ
い
て
、
同
居
家
族
の

支
援
や
地
域
の
支
え
合
い
な
ど
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

Group

り
に
な
り
、
学
校
の
中
や
外
で
も
気
軽

に
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
地

域
に
顔
見
知
り
が
増
え
る
こ
と
は
安
全

面
で
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
会
員

は
無
理
せ
ず
、
自
分
の
手
伝
え
る
日
に

参
加
し
て
い
る
の
で
、
保
護
者
の
方
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
気
軽
に

入
会
し
て
く
だ
さ
い
」
と
高
橋
さ
ん
は

呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

発
足
当
時
か
ら
活
動
し
て
い
る 
穂  
山 

ほ 

や
ま

 
久  
美  
子 
さ
ん
は
、
「
図
書
の
移
動
の
手

く 

み 

こ

伝
い
の
と
き
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
入
会
し
ま
し
た
。
小
学
５
年
生
の

子
ど
も
が
い
ま
す
が
、
家
で
は
見
れ
な

い
子
ど
も
の
姿
が
見
れ
た
り
、
図
書
室

に
遊
び
に
来
る
子
ど
も
た
ち
と
仲
良
く

な
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
若
草
小

学
校
（
�
○86
 

７
５
１
３
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

『
若
草
小
学
校
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
』
は
、
若
草
小
学
校
の
校
舎
改
修
で

図
書
室
が
新
し
く
な
っ
た
の
を
機
に
、

本
の
移
動
な
ど
で
集
ま
っ
た
仲
間
が
、

本
の
面
白
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ

う
と
、
平
成　

年
か
ら
活
動
を
始
め
ま

17

し
た
。

　

６
人
で
始
め
た
会
も
現
在
で
は　

人
16

の
会
員
に
な
り
、
毎
週
月
曜
日
の　

時
10

か
ら　

時
ま
で
図
書
室
の
本
の
整
理
や

14

修
繕
を
行
う
ほ
か
、
移
動
図
書
館
こ
ぐ

ま
号
の
サ
ポ
ー
ト
や
児
童
へ
の
絵
本
の

お
は
な
し
、
図
書
館
ま
つ
り
の
手
伝
い

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
わ
た
し
た
ち
が
活
動
を
始
め
て
か

ら
、
少
し
ず
つ
本
を
借
り
に
来
る
子
ど

も
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。
本
に
興
味

を
持
っ
て
く
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
が

で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
話

す
の
は
代
表
の 
高  
橋  
由  
香  
子 
さ
ん
。

た
か 
は
し 

ゆ 

か 

こ

　

「
い
ろ
ん
な
子
ど
も
た
ち
と
顔
見
知

本に興味を持ってくれる
きっかけづくりができて
とてもうれしいです

若草小学校図書ボランティア

　

介
護
予
防
に

必
要
な
福
祉
用

具
を
貸
与
し
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
介
護
予
防
訪
問
看

護
や
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
、

介
護
予
防
住
宅
改
修
費
支
給
、
特
定
介

護
予
防
福
祉
用
具
販
売
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

『
要
支
援
１
』
や
『
要
支
援
２
』
の

方
が
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
、
自
分
の
地
域
を
管
轄
す
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
い
た
だ

く
と
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
、
家
族
の
支
援
や
地
域
の
協
力
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
効
果
的

な
『
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
』
が
作

成
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
計
画
に
基
づ

い
て
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

主
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

①
介
護
予
防
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ

　

ス
）

②
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　

ン
（
デ
イ
ケ
ア
）

③
介
護
予
防
訪
問
介
護

③
介
護
予
防
訪
問
介
護

④
介
護
予
防
福

　

祉
用
具
貸
与

■
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

　

受
け
る
に
は

▲絵本のおはなし会
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閔
さ
ん
は
、
南
通
市
外
事
弁
公
室
で
、

主
に
日
本
の
友
好
都
市
訪
問
団
の
受
け

入
れ
や
日
本
へ
の
訪
問
団
の
派
遣
な
ど

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

南
通
市
は
、 
長
江 
を
挟
ん
だ 
上
海 
の

ち
ょ
う
こ
う 

し
ゃ
ん
は
い

北
に
位
置
し
、
東
に 
黄  
海 
、
南
に
長
江

こ
う 
か
い

が
広
が
る
水
に
恵
ま
れ
た
都
市
で
、
人

口
は
約　

万
人
。
綿
紡
績
を
中
心
と
す

780

る
繊
維
産
業
が
盛
ん
な
ま
ち
で
す
。

　

「
職
場
の
上
司
に
こ
の
研
修
を
薦
め

ら
れ
、
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る

と
思
い
、
す
ぐ
に
行
く
こ
と
を
決
め
ま

し
た
」
と
話
す
閔
さ
ん
。

　

「
研
修
先
が
登
別
市
に
決
ま
り
、
北

海
道
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
登
別
の

こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、
温
泉
に
関
す

る
記
述
が
多
く
、
有
名
な
温
泉
の
ま
ち

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
南
通

市
に
は
温
泉
が
な
い
の
で
、
温
泉
に
入

る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
登
別

に
来
て
約
１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

風
景
が
き
れ
い
で
や
さ
し
い
人
が
多
い

で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
体
験
で

き
る
の
で
、
寂
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
登
別
の
印
象
な
ど
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
ま
で
の
約
１
カ
月
間
は
一
般

 閔 　
ミン

 穎 さん（
イン

 南 
なん

 通 市）
つう

　市は、国際交流事業の一環として、総務省
が行う自治体職員協力交流事業の協力交流研
修員を受け入れています。
　協力交流研修員として、登別市の一般行政
や観光行政などを学ぶため、中華人民共和国
の南通市から５月２０日に来日、６月２１日から
登別市での研修を始めた閔穎さんに登別の印
象や研修の意気込みなどをお聞きしました。

経験したことをみん
なに伝え、仕事に生
かしたい

1980年南通市生まれ27歳
山西財経大学卒業。現在、 江  蘇 省南通市外事弁公室に勤め

こう そ

る。両親と南通市に居住。

や
さ
し
い
人
の
多
い
ま
ち

登
別

● 

　上海 

天津 
● 

北京 
● 

黄
海 

長江 
　● 

南通 

ＫＩＲＡＲＩ

た
く
さ
ん
の
こ
と
を

体
験
し
た
い

行
政
を
研
修
し
て
き
ま
し
た
が
、
仕
事

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
し
っ
か
り
と

計
画
を
立
て
る
と
こ
ろ
が
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
観
光
行
政
の
研

修
が
主
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
の
観
光

の
現
状
や
中
国
と
の
違
い
を
し
っ
か
り

と
勉
強
し
た
い
で
す
ね
。
こ
こ
で
、
経

験
し
た
こ
と
を
中
国
に
帰
っ
て
か
ら
み

ん
な
に
伝
え
、
仕
事
に
生
か
し
た
い
で

す
。
今
回
の
よ
う
な
長
期
間
に
わ
た
っ

て
外
国
で
生
活
す
る
こ
と
は
、
め
っ
た

に
な
い
機
会
で
す
の
で
、
日
本
の
伝
統

文
化
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
体
験
し

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方

と
交
流
し
、
日
本
語
の
レ
ベ
ル
の
向
上

に
も
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

閔
さ
ん
は
、　

月　

日
に
帰
国
す
る

11

21

予
定
で
す
。

▲ 狼  山 
ろう ざん

▲ 南  通  博  物  苑 
なん つう はく ぶつ えん
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『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

▼
月
日
・
区
分
・
時
間

▼
場
所　

税
務
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
本
庁

　

舎
１
階
３
番
窓
口
）

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
１
５
５
）

　

日
ご
ろ
『
ま
ち
づ
く
り
』
な
ど
に
つ
い

て
考
え
て
い
る
こ
と
を
、
市
長
と
直
接
会

っ
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
個
人
的
な
問
題
な
ど
は
お
受
け
で
き
ま

　

せ
ん
。

▼
日
時　

８
月　

日
�　
　

時　

分
〜　

30

13

30

15

　

時
▼
場
所　

市
長
応
接
室
（
市
役
所
２
階
）

▼
定
員　

３
人
（
組
）
（
申
込
順
）

※
１
人
（
組
）
に
つ
き
、　

分
程
度
を
予

20

　

定
。

�������

●１６ 　平和展を開催します

●１７ 　第３７回登別市戦没者追悼式を

　　行います

●１７ 　富浦墓地・第二富浦墓地行きの

　　無料墓参バスを運行します

●１８ 　児童扶養手当現況届、特別児童扶養

　　手当所得状況届を提出してください

●２１ 　ガーデニングコンクールに

　　参加しませんか

　　～登別市民憲章推進協議会主催～

●２７ 　室蘭市にある工場を見学しよう

　　～３市合同施設見学会～

●２９ 　文化・スポーツ振興財団からのお知

　　らせ

●３０ 　登別市職員・嘱託員を募集します

●３１ 　第４４回登別地獄まつり

�������

●１８ 　健康相談・診査

●２１ 　無料法律相談・くらしの無料相談

●２３ 　集団予防接種を行います

●２６ 　８月の歯科救急医療

●２６ 　９月の粗大ごみ収集

●３１ 　今月の新着図書

●３１ 　不用品ダイヤル市

▼
申
し
込
み　

８
月　

日
�
か
ら　

日
�

13

17

　

ま
で
に
電
話
（
９
時
〜　

時　

分
）
で

17

30

　

情
報
推
進
Ｇ
（
�
○８５
 

６
５
８
６
）

　

市
内
の
小
学
１
年
生
が
育
て
た
朝
顔
を

展
示
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月　

日
�
〜
８
月　

日
�

２４

２７

　

９
時
〜　

時
１７

▼
場
所　

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン

　

ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
�
○８５
 

２
９
５
８
）

　

平
和
の
大
切
さ
や
二
度
と
戦
争
を
起
こ

さ
な
い
社
会
を
築
く
た
め
、
そ
し
て
、
核

兵
器
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
皆
さ
ん
に
知
っ

　固定資産税・都市計画税（第２期）と国
民健康保険税（第３期）、介護保険料（普
通徴収第２期）の納期限は８月31日�です。
　納入には、便利な口座振替制度もありま
すので、ご利用ください。

▼問い合わせ　税務Ｇ（�○８５ １１５５）、
　国保・年金Ｇ（�○８５ １７７１）、 高齢
　介護Ｇ（�○８５ ５７２０）

忘れずに納めましょう
～納期限は８月３１日（金）です～

�������

8月
土金木水火月日
4321
１１１０98765
１８１７１６１５１４１３１２
２５２４２３２２２１２０１９

３１３０２９２８２７２６

9月
土金木水火月日
1
8765432
１５１４１３１２１１１０9
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４／

平
和
展
を
開
催
し
ま
す

２３　
　３０

市
長
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

『
市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』

て
も
ら
う
た
め
の
平
和
展
で
す
。

▼
日
時
・
場
所
・
内
容

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
１
３
０
）

市
税
の
夜
間
、
土
・
日
曜
日
納
税

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

・

時　　　間区　分月　日

２０時まで夜　間
８月２３日（木）

８月２４日（金）

９時から１７時まで土曜日８月２５日（土）

２０時まで夜　間８月３１日（金）

９時から１７時まで
土曜日９月１日（土）

日曜日９月２日（日）

内　　　容場　所日　時

次世代を担う小・中
学生の書道作品や原
爆写真パネルの展示

　　　　　

市民会館 
１階ホール

８月２７日（月） 
１３時～１７時３０分

８月２８日（火） 
　　～３０日（木） 

９時～１７時３０分

８月３１日（金） 
９時～１５時

平和に関するビデオ
上映　　　　　

市民会館 
大会議室

８月３０日（木） 
９時～１７時
８月３１日（金） 
９時～１５時

朝
顔
展
を
開
催
し
ま
す



��

情報あらかると

　

８
月
６
日
広
島
市
・
９
日
長
崎
市
の
原

爆
の
日
と
８
月　

日
の
戦
没
者
を
追
悼
し

15

平
和
を
祈
念
す
る
日
を
迎
え
、
原
爆
死
没

者
と
戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
世
界
の
恒

久
平
和
の
確
立
を
祈
念
す
る
た
め
、
消
防

署
と
各
消
防
支
署
、
各
分
遣
所
、
サ
イ
レ

ン
遠
隔
吹
鳴
装
置
で
、
１
分
間
の
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
サ
イ
レ
ン
と
同
時

に
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

�
８
月
６
日
�　

８
時　

分　

広
島
市
原

15

　

爆
の
日　

�
８
月
９
日
�　
　

時
２
分　

長
崎
市
原

11

　

爆
の
日　

�
８
月　

日
�　
　

時　

戦
没
者
を
追
悼

15

12

　

し
平
和
を
祈
念
す
る
日

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
９
１
１
）

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
追
悼
の
意
を
表

し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め

戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

８
月　

日
�　
　

時
〜

30

10

▼
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
戦
没
者
の
遺
族
で
出
席
案
内
の
通
知
が

　

届
い
て
い
な
い
方
と
、
遺
族
以
外
の
方

　

で
参
列
を
希
望
す
る
市
民
の
方
は
、
８

　

月　

日
�
ま
で
に
社
会
福
祉
グ
ル
ー
プ

20

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
９
１
１
）

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、
公
務
扶
助
料

17

や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
特
別
弔
慰
金
と
し
て
記
名
国
債

（
額
面　

万
円
、　

年
償
還
）
が
支
給
さ

40

10

れ
ま
す
。

　

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
法
律
の
規
定

に
よ
り
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
消

滅
し
ま
す
。

▼
対
象　

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺

　

族
１
人

１　

平
成　

年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

17

　

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

　

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２　

戦
没
者
な
ど
の
子

３　

戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し
、

　

戦
没
者
な
ど
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
①
父

　

母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４　

３
の
①
〜
④
以
外
の
遺
族
で
、
戦
没

　

者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

　

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
３
親
等

　

内
の
親
族

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
９
１
１
）

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

〜
平
和
を
祈
っ
て
黙
と
う
を
〜

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は

平
成　

年
３
月　

日
で
す

２０

３１

８/１３（月） 富浦墓地・第二富浦墓地行きの無料墓参バスを運行します
●若草・幌別地区 ●幌別・登別地区（午前の便は２台運行）

午　後午　前停　　留　　所

行　
　
　
　

き

１３：００１０：００明日中等前バス停　発
１３：０１１０：０１幌別西小学校バス停
１３：０２１０：０２市民会館前バス停
１３：０３１０：０３幌別ホームストア前バス停
１３：０４１０：０４社宅十字街バス停
１３：０５１０：０５中央町５丁目バス停
１３：０６１０：０６幌別小学校バス停
１３：０８１０：０８幌別東小学校前バス停
１３：０９１０：０９ソーダー工場前バス停
１３：１０１０：１０クリンクルセンター前バス停
１３：１２１０：１２幸町３丁目バス停
１３：１３１０：１３すずらん団地バス停
１３：１５１０：１５富 浦 駅 前 バ ス 停
１３：２０１０：２０登 別 駅 前 バ ス 停
１３：２１１０：２１登 別 バ ス 停
１３：２２１０：２２登別中学校前バス停
１３：２３１０：２３登別小学校前バス停
１３：２５１０：２５富 浦 墓 地
１３：３０１０：３０第二富浦墓地（葬斎場）着
１４：２５１１：２５第二富浦墓地（葬斎場）発帰

り １４：３０１１：３０富 浦 墓 地

●美園・上鷲別・鷲別地区

午　後午　前停　　留　　所

行　
　
　
　

き

１３：００１０：００札幌トヨタ上鷲別寮　発
１３：０２１０：０２松 木 商 店 前
１３：０６１０：０６鷲別中学校前バス停
１３：０７１０：０７鷲別小学校前バス停
１３：０８１０：０８東 鷲 別 バ ス 停
１３：０９１０：０９はまなす団地バス停
１３：１１１０：１１帝 国 酸 素 バ ス 停
１３：１３１０：１３西 富 岸 バ ス 停
１３：１５１０：１５富 岸 バ ス 停
１３：１６１０：１６開 発 局 前 バ ス 停
１３：１８１０：１８あかしや団地バス停
１３：２３１０：２３幌別本町前バス停
１３：２４１０：２４市役所入口バス停
１３：３０１０：３０富 浦 墓 地
１３：３５１０：３５第二富浦墓地（葬斎場）着
１４：３０１１：３０第二富浦墓地（葬斎場）発帰

り １４：３５１１：３５富 浦 墓 地

問い合わせ
市民サービスグループ（�◯８５ １８５５）

ごみ箱は設置していません。
供物はお持ち帰りください 
墓前の供物などは、カラスやキツネなどが食い荒らし、お墓の周りを汚しますので、
必ずお持ち帰りください。

午　後午　前停　　留　　所

行　
　
　
　

き

１３：００１０：００上鷲別入口バス停　発
１３：０１１０：０１旭ヶ丘団地バス停
１３：０２１０：０２若 草 入 口 バ ス 停
１３：０３１０：０３若 草 中 央 バ ス 停
１３：０４１０：０４緑ヶ丘団地バス停
１３：０５１０：０５千代の台団地バス停
１３：０６１０：０６新生町１丁目バス停
１３：０７１０：０７新生町２丁目バス停
１３：０８１０：０８富岸小学校前バス停
１３：０９１０：０９道南バス若山営業所バス停
１３：１０１０：１０総合体育館バス停
１３：１３１０：１３桜木団地前バス停
１３：１４１０：１４緑町２丁目バス停
１３：１５１０：１５登別大谷高校前バス停
１３：１７１０：１７阪 井 商 店 前
１３：２０１０：２０み ゆ き 旅 館 前
１３：２１１０：２１旧ＮＴＴ登別営業所前
１３：２４１０：２４労働福祉センター前バス停
１３：２５１０：２５千歳町４丁目バス停
１３：３５１０：３５富 浦 墓 地
１３：４０１０：４０第二富浦墓地（葬斎場）着
１４：３５１１：３５第二富浦墓地（葬斎場）発帰

り １４：４０１１：４０富 浦 墓 地

第　

回
登
別
市
戦
没
者
追
悼
式

３７
を
行
い
ま
す

・・・・



��

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

情報あらかると

　

国
や
特
殊
法
人
（
公
団
・
事
業
団
・
銀

行
・
公
庫
）
、
北
海
道
、
市
の
業
務
に
関

す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
お
持
ち
の
方

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

▼
日
時　

８
月　

日
�　
　

時
〜　

時

15

10

12

▼
場
所　

登
別
郵
便
局
（
Ｊ
Ｒ
幌
別
駅
西

　

口
前
）

▼
行
政
相
談
委
員　
 
山  
形  
貞  
子 
さ
ん
、 
前 

や
ま 
が
た 
さ
だ 

こ 

ま
え

　
 
川  
博 
さ
ん

か
わ 
ひ
ろ
し

▼
問
い
合
わ
せ　

情
報
推
進
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

６
５
８
６
）

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者
は
『
児

童
扶
養
手
当
現
況
届
』
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
資
格
者
は
『
特
別
児
童
扶
養

手
当
所
得
状
況
届
』
を
毎
年
市
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

『
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
』
は
７
月　
31

日
�
、
『
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況

届
』
は
８
月　

日
�
に
受
給
資
格
者
の
方

10

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
中
に
提

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
８
月
分
以
降
の
手

当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間 

�
児
童
扶
養
手
当
現
況
届　

８
月
１
日
�

　

〜　

日
�

31

�
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届　

８

　

月　

日
�
〜
９
月　

日
�

13

10

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

９
時
〜　

時　

分

17

30

▼
受
付
場
所　

子
育
て
グ
ル
ー
プ
（
市
役

　

所
１
階
７
番
窓
口
）

◎
出
張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

５
６
３
４
）

『
一
日
行
政
相
談
』
を
偶
数
月
に

開
催
し
て
い
ま
す

▼
月
日　

９
月　

日
�
（
時
間
は
、
対
象

２６

　

と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
内
容　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
育
児

　

相
談
、
遊
び
の
紹
介

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

　

ル
、
替
え
オ
ム
ツ

▼
月
日　

９
月　

日
�

２６

▼
受
付
時
間　
　

時
〜　

時　

分

10

10

15

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

育
児
相
談
を
希
望
す
る
方

▼
内
容　

発
育
・
発
達
・
育
児
な
ど
の
相

　

談
、
栄
養
相
談

▼
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い

 
▼
月
日　

９
月　

日
�
（
時
間
は
、
対
象

２０

　

と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
４
月　

日
〜
平
成　

19

16

19

　

年
５
月　

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

15

▼
内
容　

診
察
、
身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、

　

育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

　

ル
、
替
え
オ
ム
ツ

▼
月
日　

９
月　

日
�
（
時
間
は
、
対
象

１２

　

と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
２
月
生
ま
れ
の
お
子

１８

　

さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
身
体
計
測
、

　

栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、
育
児
相
談
、

　

フ
ッ
素
塗
布
（
希
望
者　

円
）

８００

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
お
子
さ
ん

　

の
歯
ブ
ラ
シ

▼
月
日　

９
月
６
日
�
（
時
間
は
、
対
象

　

と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
８
月
生
ま
れ
の
お
子

16

　

さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
尿
検
査
、

　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、

　

育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

◎
８
カ
月
児
健
康
相
談

受付時間対　　象クラス

１０：１５～

１０：３０

平成１９年１月生
まれで第２子目
以降のお子さん

ひ よ こ
く ら す

１２：４５～

１３：００

平成１９年１月生
まれで第１子目
のお子さん　�

もぐもぐ
く ら す

◎
乳
幼
児
健
康
相
談

◎
４
カ
月
児
健
康
診
査

◎
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

◎
３
歳
児
健
康
診
査

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

����������������������������������������������������������������������������������������
����������������������

������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
��

�

�
�
�
��

�
��
������
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

����

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

場　所時　間月　日

登別温泉ふれ
あいセンター

１０時　
～１２時８月２３日（木）

婦人センター１３時　
～１５時８月２４日（金）

鷲別公民館１３時　
～１６時８月２７日（月）

　市民会館は『文化・スポーツ振興財団』が
指定管理者として管理・運営を行っています。
　『８８局１１００番』は、教育委員会の代
表電話になりますので、お間違えのないよう
にお願いします。

市民会館の受け付け・問い
合わせは�○８８ １１３９です

９時～１７時ご利用の
受け付け

９時～２２時
※夜間の利用が無い場合は平日…２０時
　まで、土・日曜日、祝日…１８時まで

そのほかの
問い合わせ
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情報あらかると

▼
日
時　

９
月
９
日
�　
　

時
〜　

時

13

16

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』
研
修

　

室
▼
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▼
内
容　

心
肺
そ
生
法
実
技
、
自
動
体
外

　

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
実
技
、
止
血

　

法
な
ど

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
方
法　

８
月　

日
�
ま
で
に
消
防

31

　

署
ま
た
は
各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
の

　

受
講
申
込
書
に
よ
り
、
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い

※
講
習
終
了
後
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

　

Ⅰ
を
交
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
署
（
�
○８５
 

２
５
５

　

１
）
ま
た
は
各
消
防
支
署

　

救
急
当
番
医
療
機
関
は
、
夜
間
や
土
・

日
曜
日
、
祝
日
に
通
常
診
療
を
行
っ
て
い

る
医
療
機
関
で
は
な
く
、
緊
急
に
診
断
・

治
療
が
必
要
な
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
、

応
急
処
置
を
行
う
医
療
機
関
で
す
。

　

通
常
診
療
と
は
異
な
り
、
専
門
的
な
治

療
を
行
う
体
制
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
専
門
的
な
治
療
を
希
望
す
る
方
や
日

中
に
症
状
が
あ
る
方
は
、
通
常
診
療
時
間

帯
に
か
か
り
つ
け
医
な
ど
の
医
療
機
関
で

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
医
師
会

　
　
　
　
　

（
�　

－

　

－

１
４
３
２
）

011

231

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を
営
む

方
に
課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

胆
振
支
庁
納
税
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○２４
 

９
５
８
４
）

８
月　

日　

は

３１

（金）

個
人
事
業
税
（
第
１
期
分
）
の

納
期
限
で
す

９
月
９
日
は
『
救
急
の
日
』

救
急
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

〜
救
急
車
が
来
る
ま
で
に
〜

救
急
当
番
医
療
機
関
は

緊
急
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

���������	���������	
問い合わせ／土木公園グループ（�○８５ ４１１５）

　家庭で育てられなくなった庭木などを登録し、
欲しい方に無料であっせんする制度です。
　樹木を提供していただける方やあっせんを希望
する方は、電話でお申し込みください。
　また、グリーンデータバンクのご利用は市内に
居住する方に限ります。
　なお、樹木などの掘り起こしや引き取り、運搬
は、受け取りを希望する方に行っていただきます。
　詳しくはお問い合わせください。

ゆずります

本数葉　張高　さ名　　称番号

1本約1.6メー
トル 約1.2メー

トル フ　　　　　ジ1

1本約1.5メー
トル 約1.0メー

トル フ　　　　　　ジ2

1本約1.5メー
トル 約0.6メー

トル ハ　イ　マ　ツ3

�������	
���
�������	
��

◆基礎年金番号にまだ統合されていない
　年金記録も、大切に保管しています
　平成９年の基礎年金番号の導入前は、転職や転
居などにより１人が複数の年金番号を持つことが
ありましたが、１人１番号とする基礎年金番号を
導入し、年金記録の確認を簡易・迅速に行えるよ
うにしました。
　これまで、記録を結びつけるための照会を全被
保険者に行い、また、年金の請求時にも本人に確
認してきましたが、まだ基礎年金番号に結び付け
られていない記録が多数あります。この未統合の
記録は大切に保管していますが、そのままでは年
金支給に結びつかなくなる恐れがあります。

　被保険者・年金受給者の皆さんに、今後基礎年
金番号に結びつけられる加入履歴を順次送付しま
すので、疑問がある方はお問い合わせください。
　未統合の記録と被保険者・年金受給者の記録を
照会し、未統合の記録がある可能性の方にはお知
らせします。
　社会保険庁や市町村に記録がない場合には、領
収書などがなくても金融機関の通帳の出金記録や
元雇用主の証言などを根拠として、第三者委員会
で判断してもらう仕組みをつくりました。

▼問い合わせ　室蘭社会保険事務所（�○２４ ７１０１）、
　フリーダイヤル（０１２０－６５７８３０）

◆年金記録問題への新対応策を進めます

　年金記録問題について、管内においては室蘭社
会保険事務所が上記のとおり新たな対応策を進め
ています。市ではこの問題について、社会保険事
務所への年金加入記録紹介の取り次ぎ、年金にか
かる各種相談など、連絡調整しながら問題解消に
向けて取り組んでいますので、ご自身の年金記録
に関して疑問な点があればご相談ください。

▼問い合わせ　国保･年金グループ（�○８５ １７７１）

����������������
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情報あらかると

　

北
海
道
は
、
柏
木
町
の
道
道
上
登
別
室

蘭
線
（
通
称
柏
木
通
）
の
歩
道
設
置
と
道

路
拡
幅
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
は
、
基
本
的
に
朝
の
通
勤
・
通
学

時
を
除
い
た
時
間
で
行
い
、
工
事
中
は
交

通
誘
導
員
に
よ
る
片
側
交
互
通
行
に
な
り

ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
期
間　

８
月
８
日
�
〜
平
成　

年
20

　

３
月　

日
�
（
予
定
）

10

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
土
木
現
業
所
登
別

　

出
張
所
（
�
○８５
 

２
３
１
１
）

歩
道
設
置
と
道
路
拡
幅
工
事
に

伴
う
片
側
交
互
通
行
に
つ
い
て

柏
木
団
地 

申し込み・問い合わせ
中央子育て支援センター（�○８１ ３７１５）

子育て支援センターからの
お知らせ　　　　　　　　

▼月日・時間・場所

※直接会場にお越しください。
※鷲別保育所で行う移動子育て支援センターに参加
　される方は、鷲別小学校の駐車場をご利用くださ
　い。

▼対象　市内に居住する小学校入学前のお子さんと
　その保護者

▼内容　絵本と遊具を使った自由遊びなど

▼持ち物　上靴（子ども・保護者とも）

▼開催日・対象・内容

▼時間　１０時～１２時

▼場所　中央子育て支援センター

▼定員　各１０組程度（定員を超えた場合は初めて参
　加される親子を優先します）

▼参加料　無料

▼申し込み　８月６日（月）から９日（木）までに電話（９
　時～１７時）でお申し込みください

▼日時　８月１８日（土）　１０時～１２時

▼場所　中央子育て支援センター

▼対象　小学校入学前のお子さんとそのお父さん

▼内容　絵本や遊具を使った自由遊びなど
※直接会場にお越しください。
※駐車場があります。

　親子で水遊びを楽しみませんか。

▼日時　９月１０日（月）
　１０時～１２時

▼場所　市民プール
　『らくあ』

▼対象　市内に居住
　する　２・３　歳のお子
　さんとその保護者

▼定員　３０組（申込
　順）

▼参加料　無料（保
　護者はプール入館
　料　５００　円がかかり
　ます）

▼持ち物　子ども…バスタオル・水着・水泳用帽子、
　保護者…バスタオル・Ｔシャツ・半ズボン・水泳
　用帽子
※排せつが完了していないお子さんは水遊び用紙パ
　ンツを着用してください。

▼内容　インストラクターによる親子体操、遊具を
　使っての水遊びなど
※水深は１５～２０㌢㍍ に調節します。

▼申し込み ８月２０日（月）から８月２３日（木）までに電話
　（９時～１７時）でお申し込みください

移動子育て支援センターを開設します

『あそびの広場』に参加しませんか

お父さんと遊ぼうを開催します

子育て講座
　～水とあそぼう～

場　所時　間月　日

鷲別保育所９：３０～１１：３０８月８日（水）

若草放課後児童クラブ１０：００～１２：００８月２４日（金）

１歳児グループ０歳児グループ区分

８月２８日（火）から９月２５
日（火）までの毎週火曜日
５回

８月３０日（木）から９月２７
日（木）までの毎週木曜日
５回

開催日

１歳６カ月～２歳５カ
月のお子さんとその保
護者

生後１０カ月～１歳２カ
月のお子さんとその保
護者

対　象

手遊び、運動遊び、戸
外遊び、製作など

手遊び、運動遊び、製
作、散歩（外気浴）な
ど

内　容
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情報あらかると

申し込み・問い合わせ
市民サービスグループ
（�○８５ １８５５）

▼日時・場所　①鉄南ふれあいセ
　ンターでの相談…９月８日（土） 
　９時３０分～１２時、②弁護士事務
　所での相談…日時は市民サービ
　スグループにお問い合わせくだ
　さい

▼内容　交通事故や金銭貸借、損
　害賠償、離婚などの法律問題
※裁判や調停中のもの、同じ方に
　よる同一内容の相談はお受けで
　きません。

▼担当弁護士　 星 　 三  郎 弁護士
ほし さぶ ろう

▼定員　各６人（申込順）

▼申込期限　８月３０日（木）

▼日時　８月２５日（土）　９時３０分～
　１２時

▼場所　鉄南ふれあいセンター

▼内容　相続や遺言、各種契約な
　どで官公署に提出する書類の相
　談

▼定員　１０人（申込順）

▼申込期限　８月２４日（金）　
※直接会場にお越しいただいても
　相談できますが、できるだけ事
　前にお申し込みください。

　市民生活や消費生活に関する相
談も随時、市民サービスグループ
で受け付けています。
　なお、消費生活に関する相談は、
登別消費者協会（労働福祉センタ
ー内・�○８５ ８３０７）でも受け付
けています。

 

無料法律相談

くらしの無料相談

そのほかの相談

～北海道行政書士会室蘭支部主催～

　

税
関
は
、
終
戦
後
に
海
外
か
ら
引
き
揚

げ
て
き
た
方
が
た
が
、
上
陸
地
の
税
関
や

海
運
局
、
帰
国
前
に
領
事
館
な
ど
に
預
け

ら
れ
た
通
貨
や
証
券
な
ど
の
う
ち
、
日
本

に
返
還
さ
れ
た
も
の
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
。
返
還
の
申
し
出
は
、
家
族
の
方
も
で

き
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

函
館
税
関
室
蘭
税
関
支

　

署
（
�
○２２
 

２
２
１
９
）

▼
日
時　

８
月　

日
�　
　

時
〜　

時

20

10

12

▼
場
所　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
演
題　

こ
ん
な
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用

　

心

▼
講
師　
 
橋  
本  
智  
子 
さ
ん
（
北
海
道
消
費

は
し 
も
と 
と
も 

こ

　

者
協
会
非
常
勤
講
師
）

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

50

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み　

８
月　

日
�
（
土
・
日
・

10

　

月
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に
登
別
消
費
者

　

協
会
（
�
○８５
 

８
３
０
７
）

　

北
海
道
の
仕
事
に
関
し
て
、
皆
さ
ん
か

ら
の
苦
情
を
受
け
付
け
、
北
海
道
苦
情
審

査
委
員
が
中
立
的
な
立
場
か
ら
、
北
海
道

の
業
務
や
制
度
の
内
容
を
調
査
す
る
な
ど
、

苦
情
の
解
決
に
向
け
て
迅
速
に
処
理
し
ま

す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
の
保
護
に
は
十
分
配

慮
し
ま
す
。

▼
相
談
窓
口　

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
（
道

　

庁
内
）
ま
た
は
道
政
相
談
室
（
各
支
庁

　

内
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

道
庁
道
政
相
談
セ
ン
タ

　

ー
（
�　

－

　

－

５
０
２
２
）

011

２０４

　

室
蘭
中
継
局
（
室
蘭
測
量
山
に
設
置
）

で
は
７
月
下
旬
か
ら
順
次
試
験
電
波
（
番

組
は
放
送
さ
れ
ま
せ
ん
）
を
発
射
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
一
部
の
家
庭
で
は
、

現
在
視
聴
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
の
画
面
が

ま
れ
に
『
ザ
ラ
ザ
ラ
』
に
な
る
症
状
が
現

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
総
務
省
の
委

託
を
受
け
た
『
�
電
波
産
業
会
受
信
対
策

セ
ン
タ
ー
』
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
原
因
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
な
い
場

　

合
は
対
象
外
で
す
。

※
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
原
因
の
障
害
は
、

　

国
の
負
担
で
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

�
電
波
産
業
会
受
信
対

　

策
セ
ン
タ
ー
（
�
０
１
２
０－

　

－

　
567

624

▼
参
加
対
象　

個
人
、
団
体

▼
審
査
日　

８
月　

日
�

20

▼
申
し
込
み　

８
月　

日
�
ま
で
に
電
話

12

 　

か
フ
ァ
ク
ス
で
事
務
局
・
高
橋
さ
ん

　

（
�
・
�
○８６
 

１
７
０
９
）

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
が
た
へ

〜
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
〜

高
齢
者
の
ト
ラ
ブ
ル
未
然
防
止

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

〜
悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
〜

ご
存
じ
で
す
か

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

試
験
電
波
を
発
射
し
て
い
ま
す

）

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
ク
ー
ル
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

〜
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
主
催
〜
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『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

情報あらかると

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中
小

企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
国
の
退
職

金
の
制
度
で
、
適
格
年
金
制
度
か
ら
移
行

さ
れ
た
も
の
で
す
。

◎
制
度
の
特
徴

�
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

�
掛
け
金
は
、
全
額
非
課
税
で
す
。

�
掛
け
金
以
外
の
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

�
一
般
従
業
員
の
掛
け
金
は
５
千
円
か
ら

　

加
入
で
き
ま
す
（
短
時
間
労
働
者
は
、

　

２
〜
４
千
円
）
。

▼
問
い
合
わ
せ　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機

　

構
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

（
�　

―
３
４
３
６－

０
１
５
１
・
ホ

03

　

ー
ム
ペ
ー
ジ

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
建
設
現

場
で
働
く
方
の
た
め
に
、
『
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
』
と
い
う
法
律
に
よ
り
、
国

が
作
っ
た
建
設
業
界
全
体
の
退
職
金
制
度

で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む

　

方
▼
対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業
の
現
場

　

で
働
く
方

▼
掛
金　

日
額　

円
310

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
業
退
職
金
共
済
事

　

業
北
海
道
支
部
（
�　

－

　

－

6
1
8

011

261

　

6
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
と
そ
の
事

業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
臨
時
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

含
む
）
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
の
最
低
賃

金
が
平
成　

年　

月
１
日
か
ら
次
の
と
お

18

10

り
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
最
低
賃
金
額　

時
間
給　

円
644

※
特
定
の
産
業
に
は
、
産
業
別
最
低
賃
金

　

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
労
働
局
賃
金
課

　
　
　
　
　

（
�　

－

　

－

２
３
１
１
）

011

709

▼
日
時　

９
月
７
日
�
〜　

日
�
（
土
・

21

　

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く　

日
間
）　

時

10

18

　

〜　

時
21

▼
場
所　

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

▼
対
象　

在
職
し
て
い
る
方

▼
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
指
導
（
エ
ク
セ
ル

　

の
基
礎
）

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

15

▼
受
講
料　

無
料

※
教
材
費
３
千
円
が
か
か
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

８
月
７
日
�
か
ら　

日
�

29

　

ま
で
に
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院
（
�

　

○４４
 

３
５
２
２
）

　

登
別
市
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
協

議
会
で
は
、
登
別
市
を
訪
れ
た
方
を
温
か

く
も
て
な
す
た
め
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

観
光
客
に
登
別
の
魅
力
を
案
内
し
ま
せ

ん
か
。

▼
期
間　

９
月
上
旬
〜　

月
下
旬

10

▼
場
所　

市
民
会
館
ほ
か

▼
内
容　

登
別
市
の
歴
史
や
名
所
な
ど
の

　

学
習
、
ガ
イ
ド
活
動
の
実
習
な
ど

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

20

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み　

８
月
６
日
�
か
ら　

日
�

31

　

ま
で
に
電
話
で
登
別
市
観
光
ホ
ス
ピ
タ

　

リ
テ
ィ
推
進
協
議
会
事
務
局
（
観
光
振

　

興
Ｇ
内
�
○８４
 

２
０
１
８
）

中
小
企
業
の
事
業
主
の
方
へ

確
実
な
退
職
金
設
計
な
ら

中
退
共
制
度
で

　
　
　
　
　
　
http://chutaikyo.taisyoku

　
kin.go.jp）

知
っ
て
い
ま
す
か
建
退
共
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
http://w

w
w
.kentaik

　
yo.taisyokukin.go.jp）

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

こ
の
最
低
賃
金

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

『
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
』

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　なお、８月のフリーマーケットの出
店者を募集しています。
※詳しくはお問い合わせください。

▼問い合わせ　亀田記念公園管理事務
　所（�○８６ ２５１１）

亀田記念公園フリーマーケット
の日程が変更になりました　　

８月１２日（日）変　更　前

８月１９日（日）変　更　後
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情報あらかると

　

９
月
１
日
�
・
２
日
�
、
中
央
町
で
幌

別
地
区
手
づ
く
り
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

祭
り
会
場
周
辺
に
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
車
で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
道
路
の
通
行
止
め
な
ど
の
交
通

規
制
を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
祭
り
期
間　

９
月
１
日
�　
　

時
〜　

10

21

　

時　

分
、
９
月
２
日
�　
　

時
〜　

時

30

10

21

▼
車
両
通
行
止
め
期
間　

９
月
１
日
�　

　
　

時
〜
２
日
�　

時

10

22

▼
問
い
合
わ
せ　

幌
別
地
区
手
づ
く
り
祭

　

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
民
サ
ー
ビ

　

ス
Ｇ
内
・
�
○８５
 

１
８
５
５
）

幌
別
地
区
手
づ
く
り
祭
り

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内�○８５ ０１００）

◎ポリオ（秋期）

▼時間　１２時４５分～１３時１５分

▼対象　３カ月以上７歳６カ月未満児

▼接種回数　６週間以上の間をおいて２回投与
※ポリオの免疫を有する割合が低い昭和５０年から昭
　和５２年までに生まれた方を対象に、しんた２１で成
　人ポリオ追加接種を行います(有料１,１００円）。接
　種を希望する方は、上記の接種日の前日までに電
　話で健康推進グループにお申し込みください。

◎ＢＣＧ（９月）

【ポリオ・ＢＣＧの接種上の注意】
�通院中の方は接種してよいか主治医と相談してく
　ださい
�必ず母子健康手帳を持参してください
※予防接種は無料で受けられます。
※登別市に住民票のある方が対象です。
※年間日程表は、接種場所やしんた２１で配布してい
　ます。

血液が不足しています
献血にご協力ください

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																	
































����������������������������������������������������������������������������������������������������������	
���

接　　種　　日場　　所生まれた月

９月１９日(水）しんた２１１月～３月
生まれ １０月５日(金）鷲別公民館

９月２８日(金）しんた２１４月～６月 
生まれ ９月７日(金）鷲別公民館

９月１３日(木）しんた２１７月～９月 
生まれ ９月２１日(金）鷲別公民館

１０月３日(水）しんた２１１０月～１２月 
生まれ ９月１８日(火）鷲別公民館

集団予防接種を行います
接種回数対　象日　　　時場　　所

１回接種
出生直後か
ら６カ月未
満児　　　

９月５日（水）
１２:４５～１３:１５しんた２１

９月２５日（火）
１２:４５～１３:１５鷲別公民館

時　　　間月　　日場　　所

９:３０～１２:１５、１３:３０～１６:３０８月２２日（水）ポスフール
登　別　店

１０:００～１２:１５、１３:３０～１５:３０８月２４日（金）イ ー ス ト
シ ョ ッ プ
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情報あらかると

▼
日
時　

平
成　

年
１
月　

日
�
・　

日

20

12

13

　

�　

９
時　

分
〜　

時

30

18

▼
部
門
・
参
加
資
格
・
競
技
用
ロ
ボ
ッ
ト

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み　

参
加
申
込
書
を
請
求
し
、

　

９
月　

日
�
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
持
参

28

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
〒　

－

８

０５０

　

５
８
５　

室
蘭
市
水
元
町　

－

１　

室

27

　

蘭
工
業
大
学
学
生
課
�
○４６
 

５
１
２
４
）

◎
オ
リ
ジ
ナ
ル
鋳
物
製
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋

　

の
製
作

▼
日
時　

９
月　

日
�
〜　

日
�　
　

時

10

13

18

　

〜　

時
20

▼
場
所　

室
蘭
工
業
大
学
も
の
づ
く
り
基

　

盤
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

10

▼
参
加
料　

４
千　

円
500

◎ 
Ｗ
ｅ
ｂ 
サ
イ
ト
を
作
ろ
う

ウ
エ
ブ

第　

回
室
蘭
工
業
大
学
長
杯
争
奪

１４
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ッ
カ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の

参
加
者
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
日
時　

９
月　

日
�
〜　

日
�　
　

時

11

14

18

　
　

分
〜　

時

30

21

▼
場
所　

室
蘭
工
業
大
学
Ｃ
棟
Ｃ　

・
Ｃ

２１１

　
　

室
２１２

▼
対
象　

高
校
生
以
上

▼
定
員　

ブ
ロ
グ
作
成
コ
ー
ス　

人
、
ホ

10

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
コ
ー
ス　

人
（
各
申

10

　

込
順
）

▼
参
加
料　

２
千
円

※
両
講
座
と
も
納
入
後
の
参
加
料
は
、
取

　

り
消
し
さ
れ
た
場
合
で
も
返
還
で
き
ま

　

せ
ん
。

◎
申
し
込
み　

８
月
６
日
�
か
ら　

日
�

24

　

ま
で
に
室
蘭
工
業
大
学
地
域
連
携
推
進

　

課
（
�
○４６
 

５
０
２
３
）
に
備
え
付
け
の

　

申
込
用
紙
に
よ
り
直
接
ま
た
は
郵
送
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
日
時　

８
月　

日
�　
　

時
〜　

時

25

10

12

▼
場
所　

文
化
伝
承
館
（
郷
土
資
料
館
横

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
以
上

　

の
方
（
小
学
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
同

　

伴
）

▼
内
容　

デ
ニ
ム
地
の
布
を
使
っ
た
自
分

　

だ
け
の
染
め
抜
き
模
様
の
作
成

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
参
加
料　
　

円
100

※
高
校
生
以
上
は
別
途
入
館
料　

円
が
か

190

　

か
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

８
月　

日
�
ま
で
に
電
話

24

　

（　

時
〜　

時
）
で
郷
土
資
料
館
（
�

10

17

　

○８８
 

１
３
３
９
）

▼
日
時　

８
月　

日
�　
　

時
〜　

時

25

10

12

▼
場
所　

の
ぼ
り
べ
つ
文
化
交
流
館
カ
ン

　

ト
･
レ
ラ

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

20

▼
参
加
料　
　

円
800

※
作
っ
た
土
器
は　

月
に
野
焼
き
す
る
予

10

　

定
で
す
。

▼
申
し
込
み　

8
月　

日
�
ま
で
に
電
話

24

　

（　

時
〜　

時
）
で
の
ぼ
り
べ
つ
文
化

10

17

　

交
流
館
カ
ン
ト
・
レ
ラ
（
�
○８４
 

２
０
６

　

９
）

▼
日
時　

８
月　

日
�　

開
場　

時　

分
、

12

13

30

　

開
演　

時
14

▼
場
所　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
室
蘭
放
送
局
プ
ラ
ザ 
μ 

ミ
ュ
ー

　

１
階

▼
演
奏
曲　

バ
ッ
ハ
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、

　

シ
ョ
パ
ン
、
自
作
品
ほ
か

▼
チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
券
１
千　

円
、
当

500

　

日
券
２
千
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

エ
ル
ム
楽
器
室
蘭

　

店
・
伊
達
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、

　

ぎ
ん
や
レ
コ
ー
ド
店
、
ぷ
ら
っ
と
て
つ

　

い
ち
、
室
蘭
工
業
大
学
生
協

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
ギ
タ
ー
ア
ル
モ
ニ

　

イ
（
�
○４６
 

０
１
６
７
）

室
蘭
工
業
大
学
『
公
開
講
座
』

郷
土
資
料
館
体
験
学
習

『
染
め
ぬ
き
模
様
作
り
』

）

縄
文
文
化
体
験

『
縄
文
土
器
を
つ
く
ろ
う
！
』

 
高  
橋  
陽  
子 
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

た
か 
は
し 
よ
う 

こ

〜
ド
イ
ツ
留
学
帰
国
記
念
・
チ
ャ
リ
テ
ィ

　

ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
７
〜

競技用
ロボット参加資格部門

有　線
操縦型

小・中学
生を含む
２人以上
のチーム

クラス
Ａ

無　線
操縦型

小学生以
上のチー
ム　　　

クラス
Ｂ

自　立
移動型

参加資格
制限なし
　　　　

クラス
Ｃ
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情報あらかると

▼
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

62

　

に
生
ま
れ
、
高
校
を
卒
業
ま
た
は
平
成

　
　

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

20
▼
受
験
申
込
期
間　

８
月　

日
�
〜
９
月

30

　
　

日
�

11
▼
第
１
次
試
験
日　
　

月
３
日
�
・
４
日

11

　

�
▼
採
用
人
数　

約　

人
45

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
ご
覧
に
な
る
か

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
し
込

　

み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
人
事
院
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ

　

ス
▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
海
上
保
安
部
管
理

　

課
（
�
○２３
 

３
１
３
２
）

　

平
成　

年
３
月
末
で
家
政
科
が　

年
余

20

50

り
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
、
記
念

誌
の
発
行
や
写
真
展
の
開
催
な
ど
の
記
念

事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
家
政
科
の

思
い
出
の
写
真
や
資
料
な
ど
を
貸
し
て
い

た
だ
け
る
方
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
閉
科
記
念
事
業
日
程

▼
式
典　

平
成　

年
３
月
１
日
�　

伊
達

20

平
成　

年
度
国
家
公
務
員

１９

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す

　

高
等
学
校
体
育
館

▼
懇
親
会　

平
成　

年
３
月
１
日
�　

伊

20

　

達
市
内
ホ
テ
ル

▼
写
真
展　

平
成　

年
２
月
中
旬
〜
３
月

20

　

１
日
�

▼
記
念
誌　

平
成　

年
１
月
発
行
（
予
定

20

◎
写
真
や
資
料
を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
方

　

へ
▼
受
付
期
間　

８
月
１
日
�
〜
９
月
７
日

　

�
※
写
真
や
資
料
に
は
、
氏
名
・
住
所
・
電

　

話
番
号
・
卒
業
年
・
担
任
名
の
ほ
か
に
、

　

思
い
出
な
ど
も
添
え
て
く
だ
さ
い
。

※
資
料
は
必
ず
返
却
し
ま
す
。

※
記
念
誌
を
贈
呈
し
ま

　

す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

伊
達

　

高
等
学
校
教
頭
・
阿

　

部
さ
ん
（
�
０
１
４

　

２
○２３
 

２
５
２
５
）

　

平
成　

年
度
の
入
校
希
望
者
を
対
象
に
、

20

障
が
い
の
程
度
や
能
力
に
応
じ
た
訓
練
科

目
が
選
択
で
き
る
よ
う
、
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

▼
期
間　

平
成　

年
２
月　

日
�
ま
で
の

20

29

　

９
時　

分
〜　

時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

30

15

　

日
、
夏
期
・
冬
期
休
暇
を
除
く
）

▼
場
所　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

　

校
（
砂
川
市
焼
山　

）
６０

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

　

開
発
校
（
�
０
１
２
５
○５２
 

２
７
７
４
）

▼
月
日　

８
月　

日
�
〜　

月　

日
�

21

11

27

　

（
毎
週
火
曜
日
・
全　

回
）

15

▼
時
間　
　

時
〜　

時

10

12

▼
場
所　

し
ん
た　
21

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

15

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み　

志
賀
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８１
 

２
２
１
０
）

▼
コ
ー
ス
・
時
間
・
場
所

▼
会
費　

各
コ
ー
ス
月
額
３
千
円

※
初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

工
藤
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

４
０
８
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
http://w

w
　
w
.kaiho.m

lit.go.jp）

　
　
（
http://w

w
w
.jinji-shiken.jp/

　
m
oushikom

i-s38.htm
l）

北
海
道
伊
達
高
等
学
校
家
政
科

閉
科
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

）

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

入
校
前
適
性
相
談
の
ご
案
内

点
訳
初
心
者
講
習
会
の

受
講
者
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

〜
登
別
市
点
訳
奉
仕
団
主
催
〜

登
別
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
の

会
員
を
募
集
し
ま
す

場　所時　間コース

市　民
会　館

１３時３０分　 
～１５時３０分

毎　週 
金曜日

総　合
体育館

１８時３０分　 
～２０時３０分

毎　週 
月曜日

１３時３０分　
～１５時３０分

毎　週 
木曜日



��
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▼
日
時　

９
月
１
日
�　
　

時　

分
〜　

10

30

14

　

時
▼
場
所　

室
蘭
友
の
家
（
室
蘭
市
東
町
４

　

丁
目　

－

７
）

14

▼
内
容　

手
作
り
品
セ
ー
ル
、
中
古
品
セ

　

ー
ル
、
ミ
ニ
講
習
、
食
堂
、
子
ど
も
の

　

工
作
コ
ー
ナ
ー
、
野
菜
コ
ー
ナ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○４５
 

０
６
０
５
）

▼
コ
ー
ス
名
・
日
時
・
内
容
・
受
講
料 

▼
場
所　

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー 
Ｐ
ｉ
Ｐ  

ピ
ッ
ピ

▼
定
員　

各
６
人
（
申
込
順
）

▼
申
し
込
み　

工
藤
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○４５
 

２
７
２
６
）

▼
講
座
名
・
日
時
・
内
容

▼
場
所　

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー 
Ｐ
ｉ
Ｐ  

ピ
ッ
ピ

▼
定
員　

各
回
６
人

▼
参
加
料　

各
回
２
千
円
、
教
材
費　

円
200

※
当
日
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
Ｎ
Ｐ

　

Ｏ
法
人
く
る
く
る
ネ
ッ
ト
（
�
・
�
○２３
 

　

２
１
０
１
、
ま
た
は
�　

－

８
１
６
９

090

　

－

２
５
１
４
）

『
暮
ら
し　
い
き
い
き　
手
作
り
広
場
』

を
開
催
し
ま
す

〜
室
蘭
友
の
会
主
催
〜

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
い
ぶ
り
主
催
〜

受講料内　　容日　時コース名

各３，０００円

パソコンの基礎知識、ウ
インドウズの操作など

第１水曜日
１３時～１６時

パソコン
入門コース

ワードの基本操作、保存
の仕方

第２水曜日
１３時～１６時

ホームページの検索、お気
に入り・履歴の使い方など

第４水曜日
１３時～１６時

電子メールで画像・音楽を送
ろう、アドレス帳の作成など

第５水曜日
１３時～１６時

１，５００円ブログ・ホームページを
作ろう

第２火曜日
１３時～1４時３０分

パソコンの便利
な活用コース　

無　料疑問や問題点が解決でき
るように一緒に考えます

第１・３火曜日
１３時～１５時

パソコン
相談室

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く
る
ネ
ッ
ト
主
催
〜

内　　容日　　時講座名

①マウスの使い方、簡単な
　表作成
②関数入門（１）
③関数入門（２）
④関数応用
⑤グラフの作成

毎週火・金・土曜日
・１５時１５分～１７時１５分
・１７時３０分～１９時３０分（金曜
　日除く）

は
じ
め
て
の

エ
ク
セ
ル　

①マウスの使い方、簡単な
　文章作成
②文章の整形
③表の作成
④いろいろな文章作成
⑤いろいろな文章作成（応
　用）

毎週火・金・土曜日
・１３時～１５時（火曜日除く）
・１７時３０分～１９時３０分（金曜
　日除く）

は
じ
め
て
の

ワ
ー
ド　
　

住所・電話番号診療所名日　時

室蘭市中島町１丁目２３－２５
�○４５ ７６６７

工 藤 歯 科 医 院
８月５日（日）
９時～１１時

登別市登別東町１丁目１８－１
�○８３ ３７１１徳 満 歯 科 医 院

室蘭市輪西町１丁目２０－１０
�○４４ ５０４９

黒 田 歯 科 医 院

８月１２日（日）
９時～１１時

伊達市竹原町３６－５
�０１４２○２１ ５５３３

は た け や ま 歯 科
ク リ ニ ッ ク

室蘭市東町２丁目１９－１４
�○４４ ４５００

水 野 歯 科 医 院８月１９日（日）
９時～１１時

室蘭市新富町１丁目５－１３
�○２４ １７１７

日鋼記念病院歯科８月２６日（日）
９時～１１時

　　　室蘭歯科医師会（�○４３ ３５２２）問　い
合わせ

８月の歯科救急医療�������	�
申込期間収　集　日地　区　名

８月２０日（月）　
～８月３１日（金）

９月３日（月）　
～９月８日（土）幌　 　 別　 　 町

８月２７日（月）　
～９月７日（金）

９月１０日（月）　
～９月１５日（土）中　 　 央　 　 町

９月３日（月）　
～９月１４日（金）

９月１７日（月）　
～９月２２日（土）千　 　 歳　 　 町

９月１０日（月）　
～９月２１日（金）

９月２４日（月）　
～９月２９日（土）

青葉町・緑町・鉱山
町・川上町　　　　

※粗大ごみの収集は、電話で受け付けしています。
※粗大ごみは、１品ごとにごみ処理券（１枚１６０円）を
　張って出してください（１回につき５品まで）。
※粗大ごみの収集日は、『家庭ごみ収集カレンダー』
　にも掲載しています。また、今後の『広報のぼりべ
　つ』でもお知らせします。

申し込み　申込期間の９時～１７時（土・日曜日、
　祝日を除く）に電話で㈲登和清掃（�○８８ 0200）
問い合わせ　環境対策グループ
　　　　 　 （クリンクルセンター内�○８５ 2958）

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す
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問い合わせ
（�○８８ ０８８８）日本工学院北海道専門学校便り

情報処理科では、今回の国家試験に満足のいく合格率を
出す事ができました

　４月１５日（日）に実施された情報処理技術者試験
（国家試験）の結果が出ました。学生が受験し
た科目は、プログラマーに必須の『基本情報技
術者試験』、システム管理者に必要な『初級シ
ステムアドミニストレータ試験』、高度な知識
と技術を必要とするシステムエンジニア向けの
『ソフトウェア開発技術者試験』です。

　特に基本情報技術者試験においては、登別市が認定されているＩＴ特区による
午前試験免除の効果を最大限に活用して、全道専門学校合格率（２７．５％）をはる
かに上回る結果を出せました。今年度は１０月に２回目の試験があり、指導教員と
受験する学生の熱い取り組みが始まっています。
８月の体験入学のご案内

▼日時　８月３日（金）～５日（日）、９日（木）～１１日（土）…１０:００～１５:３０、２５日（土）…１１:２０～
　１５:３０

▼ 申し込み　入学広報室（�０１２０-６６６-９６５・ホームページ：http://www.nkhs.
　ac.jp/ent/event/open_college.html）

全国専門学校合格率合　　格　　率試　　験　　名

２１.２%５０.０%（２８人受験中１４人合格）基 本 情 報 技 術 者 試 験

３２.０%５２.６%（１９人受験中１０人合格）初級システムアドミニストレータ試験

２６.２%４０.０%（１０人受験中４人合格）ソフトウェア開発技術者試験

����������
����
�������	
��

　登別・室蘭・伊達市民の合
同による施設見学会です。
　今年は、室蘭市内の工場を
見学します。

▼日時　９月５日（水）　８時４０
　分～１６時１５分

▼集合場所　登別市役所前

▼見学施設　日本製鋼所室蘭
　製作所、新日本製鐵室蘭製
　鐵所

▼対象　市内に居住し、個人
　で参加を希望する方

▼定員　１４人（定員を超えた
　場合は抽選）

▼持ち物　昼食、飲み物

▼参加料　無料
※工場内見学は、階段の昇降
　など移動が長くなります。
　歩きやすい靴と服装でご参
　加ください。

▼申し込み　８月２４日（金）まで
　に電話で情報推進グループ
　　　　　（�○８５ ６５８６）

　

ビ
デ
オ
や
本
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
誰
も
が
持
っ

て
い
る
身
近
な
疑
問
に
気
付
い
て
理
解
す

る
こ
と
で
、
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
が
自

分
の
人
生
を
自
由
に
生
き
る
た
め
の
学
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
月
日
・
テ
ー
マ

▼
時
間　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

▼
場
所　

市
民
会
館

▼
対
象　

内
容
に
興
味
の
あ
る
方

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

▼
参
加
料　

１
千
円
（
全
５
回
）

※
別
途
教
材
費
１
千　

円
が
か
か
り
ま
す
。

５０

▼
申
し
込
み　

８
月
９
日
�
ま
で
に
鎌
田

　

さ
ん
（
�
○８３
 

２
１
９
１
）

　

豊
か
な
自
然
や
豊
富
な
湯
量
を
誇
る
温

泉
資
源
に
恵
ま
れ
、
日
本
で
も
有
数
の
観

光
都
市
で
あ
る
登
別
市
を
会
場
に
、
自
治

体
に
お
け
る
政
策
な
ど
を
学
ぶ
全
国
の
大

学
生
が
『
登
別
ら
し
さ
』
に
つ
い
て
政
策

提
言
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
う
『
第
２
回
全

国
大
学
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
登
別
』
を

開
催
し
ま
す
。

　

学
生
が
考
え
る
『
登
別
市
に
今
必
要
な

政
策
』
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

９
月
１
日
�　

８
時　

分
〜　

30

13

　

時
▼
場
所　

登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
３
階
大

　

雪
▼
テ
ー
マ　

登
別
ら
し
さ
を
政
策
に

　

〜
『
の
ぼ
り
べ
つ
』
発
見
の
旅
〜

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
１
２
２
）

『
誰
で
も
わ
か
る
や
さ
し
い
男
女
平
等

参
画
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
ま
す　

〜

の
ぼ
り
べ
つ
男
女
平
等
参
画
懇
話
会
主
催
〜

内　　容テーマ月日

あなたの周りで『これってヘンだな?』と疑問に
思うことって必ずあるはず、入門編です。人権ってなーに８月１０日（金）１回目

人々の意識の底にある考え方や視点を、性別に
とらわれることなく対等に認め合い、変えてい
くためのヒントがたくさん盛り込まれています。

気付くことが 
はじめの一歩９月５日（水）２回目

少子化問題を考えましょう。やっくん
（ 薬丸  裕英 さん）が聞く 樋  口  恵  子 先生の
やくまる ひろひで ひ ぐち けい こ

育児支援ガイド。

地域にこぞって
子育てを１０月３日（水）３回目

あなたは悩んでいませんか？ひとごとに
しない社会的問題です。ＤＶを一緒に考
えましょう。

根絶！ 
夫からの暴力１１月７日（水）４回目

『男女共同参画社会』とはどんな社会を
目指しているの？生き生きした社会は男
女が共に知ることから。

２１世紀は 
みんなが主役１２月５日（水）５回目

第
２
回
全
国
大
学
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
す

図書館からのお知らせ
　毎週木曜日に試行し
ていました１９時３０分ま
での図書の貸し出しな
どの時間延長を、平成
２０年３月まで行うこと
になりました。
どうぞご利用ください。

▼問い合わせ　市立図
　書館（�○８５ ４３２４）
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�
自
然
公
園
財
団
登
別
支
部
と
登
別
市

観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
協
議
会
で
は
、

日
和
山
周
辺
の
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
な
ど
、
秋

の
野
の
花
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

９
月
２
日
�　
　

時
〜　

時

10

12

　

（
雨
天
中
止
）

▼
集
合
場
所　

日
和
山
森
林
浴
コ
ー
ス
入

　

口
（
道
道
倶
多
楽
湖
公
園
線
日
和
山
展

　

望
台
先
）

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
参
加
料　

無
料

▼
持
ち
物　

飲
料
水
、
雨
具

▼
申
し
込
み　

８
月
６
日
�
か
ら
電
話

　

（
９
時
〜　

時
）
で
�
自
然
公
園
財
団

15

　

登
別
支
部
（
�
○８４
 

３
１
４
１
）

日
和
山
周
辺
の
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ

観
察
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
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申し込み・問い合わせ　ＮＰＯ法人モモンガくらぶ（�○８５ ２５６９）

　８月はロープワークなどの野外行動技術と植物・
動物について、理論や知識はもちろん、実践でいろ
んなことを学んでいきます。

▼日時　８月１８日（土）　１０時～１７時・１９日（日）　９時～
　１７時

▼場所　ふぉれすと鉱山

▼対象　ガイドや自然に興味関心のある方

▼定員　２０人（申込順）

▼参加料　１,０００円

　シカの角を使ってアクセサリーを作ります。エゾ
シカの生態なども楽しく学びます。

▼日時　８月５日（日）　１０時～１２時

▼場所　ふぉれすと鉱山

▼対象　小学３年生以上の方（幼児～小学２年生は
　保護者同伴により参加可）

▼定員　１５人（申込順）

▼参加料　５００円

日和山 

大正地獄 
　 

至橘湖 

森林浴コース 森林浴コース 

大湯沼 

日和山 
展望台 
日和山 
展望台 

至倶多楽湖 
奥地獄展望台 

奥の湯 

大湯沼 
展望台 

磯子の句 伏見ヶ丘 

美化センター 
● 

舟見山 

クスリサンベツ川 

至オロフレ峠・洞爺湖 

湯の川 

地獄谷 

至
国
道
３６
号
　
Ｊ
Ｒ
登
別
駅 

温泉街 

第４期コーザンネイチャーガイド（ KoNG ）
コング

養成講座　一般聴講生募集 シカ角でアクセサリー作り教室

� ���������������������������������������

夏休みスペシャルウイーク『夏んつん　　コーザンまつり』
夏休みスペシャルウイークが、パワーアップして登場します。
今回のテーマは、『夏だ！おもいっきり、外へGO！！』
いつでも遊べる、夏の遊び場、学び場、用意していますので、皆さん遊びに来てください。

▼日時　８月１０日（金）～１２日（日）　１０:００～１５:００　※１０日、１１日は、夜も開催します 。

※すべてのプログラムは、当日受け付けです。
※詳しくは、モモンガくらぶホームページ（http://npo-momonga.org/）、市民会館に掲示するポスター
　などをご覧ください。

　コーザンのきれいな川が、遊び場となって登場。
ライフジャケットとヘルメットをつけて、おもいっ
きり、川であそんじゃおう！川遊びができる服装、
着替えも忘れずに。

　木のブランコやハンモックなど森のあそび場もん
きーぱーくにどろどろぱーくも登場します。どろだ
んごをつくって、土の感触を楽しんでください。

食堂に『コーザンかあさん食堂』、グラウンドのロ
グハウスに『森の喫茶店』が登場します。
緑がそよぐ中、素敵な時間を過ごしませんか。

水生昆虫教室、お絵かき教室、クライミング選手権、
じゃぶじゃぶ草木染め、スター☆ウォッチング（１０
日）、コーザン夜まつり（１１日）などを予定。
ネイチャーホールにて『わたしのキルト展』も同時
開催。

◆川あそび広場OPEN！

◆森のあそび場　もんきーぱーく ＆ どろどろ
アンド

　ぱーくOPEN！

◆コーザンかあさん食堂・森の喫茶店
　『もりCafe』OPEN！

そのほかにも、盛りだくさん！
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文化・スポーツ振興財団（�○８８ １１１６）
市民プール『らくあ』（�○８５ ５５８８）

申　し　込　み
問い合わせ

�������	
���������������	
��������
▼日時　８月30日�　10時～12時

▼場所　市民会館

▼対象 市内に居住または通勤・
　通学する方

▼講師　 若  柳  美  鳳 さん（正統派若
わか やぎ み ほう

　柳流師範）

▼内容　年齢や性別を問わない基
　本的な日本舞踊

▼定員　10人(申込順）

▼受講料　500円

▼持ち物　手ぬぐい（小道具として使います）
※浴衣･着物が無い方は動きやすい服装でお越しく
　ださい。

▼申し込み　８月６日�から13日�（土・日曜日を
　除く）までに電話（９時～17時）で文化･スポー
　ツ振興財団

　　　　　　　　　　　 ▼日時　８月26日�　開場
　　　　　　　　　　　　13時、開演13時30分
　　　　　　　　　　　 ▼場所　市民会館大ホール
　　　　　　　　　　　 ▼出演者　森三中、まちゃ
　　　　　　　　　　　　まちゃ、ヒライケンジ、
　　　　　　　　　　　　笑ハンティング、上海ド
　　　　　　　　　　　　ール、ブーメラン学園
　　　　　　　　　　　※都合により、変更になる
　　　　　　　　　　　　場合があります。
　　　　　　　　　　　 ▼入場料　前売り券（指定
　　　　　　　　　　　　席3,500円、自由席2,800
　　　　　　　　　　　　円）、当日券は各500円
　　　　　　　　　　　　増
　　　　　　　　　　　※指定席は市民会館でのみ
　　　　　　　　　　　　販売します。　　　　　
※前売り券が完売の場合、当日券はありません。
※未就学児は入場できません。

▼入場券販売開始　８月５日�　１０時から
※鷲別公民館と市役所内母子会売店は８月６日�９
　時から販売開始します。

▼入場券販売所　市民会館、鷲別公民館、市役所内
　母子会売店、紀文堂書店（ＪＲ登別駅前）、アー
　ニス、ぎんやレコード、エルム楽器室蘭店・伊達
　ミュージックセンター

▼日時　９・10月の毎週金曜日（全８回）16時15分
　～17時15分

▼場所　市民プール『らくあ』

▼対象　市内に居住または通園する平成15年４月２
　日～平成17年４月１日生まれの幼児（３・４歳児
　とその保護者
※子ども１人につき保護者１人です。
※排せつが完了していないお子さんは水遊び用紙パ
　ンツを着用してください。
※医師に承諾を得た妊婦も参加できます。

▼内容　水慣れ、水遊び

▼定員　10組
※定員を超えた場合は、８月24日�15時から抽選会
　を行います。

▼受講料　月額3,000円（保険料含む）
※別途入館料500円がかかります（幼児無料）

▼申し込み　８月７日�・８日�に電話（13時～17
　時）で市民プール『らくあ』

▼日時　９月５日�　開場
　　　　　　　　　　　　18時、開演18時30分
　　　　　　　　　　 ▼場所　市民会館大ホール
　　　　　　　　　　　 ▼内容　テレビでおなじみ
　　　　　　　　　　　　の市原悦子さんらによる、
　　　　　　　　　　　　 木  村  祐  一 さんの絵本『あ

き むら ゆう いち

　　　　　　　　　　　　らしのよるに』（全６巻
　　　　　　　　　　　　を題材とした、朗読、歌
　　　　　　　　　　　　を取り入れたオリジナル
　　　　　　　　　　　　ショー
　　　　　　　　　　　 ▼ 入場料　前売り券　4,000
　　　　　　　　　　　　円（全席自由席）、当日
　　　　　　　　　　　　券4,500円
　　　　　　　　　　　※前売り券が完売の場合、
　当日券はありません。
※未就学児は入場できません。

▼入場券販売所　市民会館、鷲別公民館、市役所内
　母子会売店、紀文堂書店（ＪＲ登別駅前）、アー
　ニス、ぎんやレコード、エルム楽器室蘭店・伊達
　ミュージックセンター
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登別市職員・嘱託員を募集します
平成２０年度採用職員の募集

▲

職種・試験区分・採用予定人数

採用予定人数試　験　区　分職　種

１２人程度大 学 ･ 短 大 ･ 高 校 卒 業 程 度行　　政

１人程度大 学 ･ 短 大 卒 業 程 度土 木

１人程度短 大 卒 業 程 度保 健 師

▲

試験日時・場所

場　所日　時区　分

婦人センター（登別東町３丁目
６番地７・�○８３ ３５１１）　　　　

９月１６日（日） 
９：３０集合 

第１次試験

別途通知します１０月下旬予定第２次試験

▲

申込方法　人事・行政管理グループ（市役所３階
と各支所に備え付けの受験申込書、もしくは市ホー
ムページよりダウンロードした受験申込書に必要事
項を記入の上、人事・行政管理グループへ提出して
ください。

８月１日（水）～１７日（金）　９：００～１７：３０ 
ただし、土･日曜日の受け付けは行いません

受付期間

持参または郵送（８月１７日（金）の消印有効）提出方法

・試験実施要綱を郵送で請求する場合は１２０円分の
　切手を貼った返信用封筒（角形２号）を必ず同
　封してください。　  
・受験申込書を郵送で提出する場合は、２９０円分の
　切手を貼った返信用封筒（長形３号）を必ず同
　封してください。  

そ の 他

▲

受験資格

要                件試験区分職　種

大学を卒業または卒業見込みで、昭
和５２年４月２日以降に生まれた方

大学卒業 
程　　度

行 政 
　 ・　  
土 木

短大もしくは同程度の専門学校を卒
業または卒業見込みで、昭和５７年４
月２日以降に生まれた方

短大卒業 
程　　度

高校を卒業または卒業見込みで、昭
和５９年４月２日以降に生まれた方

高校卒業 
程　　度 

（行政のみ）

保健師免許を有している、または平
成１９年度中に保健師国家試験を受験
し、免許取得見込みで、昭和５２年４
月２日以降に生まれた方

短大卒業 
程　　度

保 健 師

※市では「障害者の雇用の促進等に関する法律」の
　趣旨を踏まえ、障がい者の雇用の促進に努めてい
　ます。
　　なお、受験できる方は、活字印刷文による出題
　に対応できる方で、介助者なしで職務の遂行が可
　能な方とします。
※詳しい受験資格については、受験申込書に添付し
　ている試験実施要綱などで確認してください。

嘱託員の募集

▼任用期間　９月１日～平成２０年３月３１日

▼試験月日　８月２１日（火）

▼試験場所　市役所本庁舎

▼試験方法　面接試験

▼申込方法　人事・行政管理グループまたは各支所に備え付けの申込書に必要事項を記入の上、８月１７日（金）
　まで（土・日曜日を除く）に人事・行政管理グループに持参してください

※性別は問いません。
※任用期間は、９月１日から平成２０年３月３１日までですが、勤務成績が良好な場合は、さらに１年ごとの更
　新ができます。
　ただし、採用された日から平成２４年３月３１日までの期間か、６３歳に達した日の属する年度末までのどちら
　か早い日までを限度とします。
　また、施設の廃止や業務の統廃合により過員が生じたときは、任用の更新はありません。

人事・行政管理グループ（�○８５ １１３２）
〒０５９－８７０１　登別市中央町６丁目１１番地　 

申し込み・問い合わせ

応　募　要　件勤　務　条　件
主な業務内容勤務地募集 

人数職　種
年　齢資格など給料（月額）休日など一日の勤務時間

５０～６１歳 
（S２０.４.
２～Ｓ３２.
４.１生）

自家用車などで
通勤の可能な方 
（対人１億円、
対物２００万円以
上の任意保険加
入が必要）

１２５,５３０円
５週に１９日が
基本となりま
す

①１７時３０分～８時３０分または
　１８時～９時（仮眠時間あ
　り） 
②９時～１７時３０分 
※５週で①が１４日、②が２日
　が基本となります

浄水場の 
維持管理業務

登別温泉 
浄　水　場

1人
浄水場 
管理人

）
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市立図書館
� ○８５  4 3 2 4
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・塩の街
 有  川 　　 浩 　著
あり かわ ひろ

※図書館では、毎月購入している本の全リストを
　差し上げています。ご利用ください。

�������������
火～金曜日（祝日を除く）１０：００～１６：００

※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は６カ月です。
継続希望の場合は、再度お申し込みください。　　　　　　　　　　

●電子オルガン●ワープロ●卓上ビリヤード台（50×90×10

㌢）●ドレッサー（コンセント付き）●ベビーベッド●電気ポ

ット（３㍑）●自転車用補助いす●食卓テーブル用ハイコンビ

ラック（７カ月児～１歳６カ月児用）●エアロビバイク●手押

し車●チャイルドシート（０～３歳、４・５歳用）●冷凍庫

（幅88×高さ83×奥行60㌢）●パソコン（デスクトップ）●

電動ミシン●もちつき器●大正琴●スタッドレスタイヤ（175

－70－R14ホイール付）

●まきストーブ●ミキサー●パソコンプリンター●チャイルド

シート（５・６歳用）●琴●ピアノ

�������	
�	��
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　塩が世界を埋め尽くす塩害の
時代。塩は着々と街を飲み込み、
社会を崩壊させようとしていた。
崩壊寸前の東京で暮らす男と少
女。２人の中で何かが変わり始
めていた…。自衛隊三部作の陸
自編。

・一身上の都合
 永  井 　　 隆 　著
なが い たかし

　８人の名もなきサラリーマン
／ウーマンたちが直面したそれ
ぞれの人生の 岐  路  。彼らは悩

き ろ

んだ末、『一身上の都合』とい
う６文字に万感の思いを押し込
め、会社を去っていった。その
とき彼らの脳裏に 去  来 したもの

きょ らい

は何だったのか？

お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（�○８５ ８３０７）

このほかに新しく入った本

中
央
町
６
　
11
 

情報推進グループ 

658685

110885FAX
Ｅメール：ｐｒ＠city.
noboribetsu.hokkaido.jp

　楽しかったこと、 
悲しかったこと、市
への疑問や意見・要
望などを情報推進グ
ループへ電話やはが
き、封書、ファク
ス、電子メールでお
寄せください。な
お、個人や団体への
中傷、営利を目的と
したお話はご遠慮く
ださい。 

　

花
火
は
や
っ
て
い
る
本
人
た
ち
に
と
っ

て
は
楽
し
い
遊
び
で
す
。
で
も
迷
惑
に
思

う
住
民
も
い
る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

夜
間
や
早
朝
勤
務
の
方
、
熱
を
出
し
て

寝
て
い
る
方
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
な
ど
、

い
ろ
ん
な
人
が
い
ま
す
。
も
う
少
し
時
間

と
場
所
を
考
え
て
遊
ん
で
ほ
し
い
も
の
で

す
。
特
に
、
夜
９
時
す
ぎ
に
、
狭
い
住
宅

地
の
中
で
打
ち
上
げ
花
火
を
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
が
、
本
当
に
迷
惑
で
す
。

　

親
も
子
ど
も
に
花
火
の
マ
ナ
ー
を
し
っ

か
り
と
教
育
し
て
く
だ
さ
い
。

　

楽
し
く
遊
ん
で
い
る
そ
の
周
り
で
、
早

く
終
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る

人
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
般
市
民
）

　

わ
が
家
の
裏
側
は
バ
ス
通
り
に
面
し
て

い
ま
す
が
、
歩
道
脇
の
草
む
ら
に
は
い
つ

も
空
き
缶
や
ガ
ム
の
紙
く
ず
、
タ
バ
コ
の

空
き
箱
な
ど
が
落
ち
て
い
ま
す
。
気
が
つ

い
た
と
き
に
は
な
る
べ
く
拾
っ
て
い
ま
す

が
、
ご
み
が
落
ち
て
い
る
の
は
う
ち
の
近

所
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
不
法
投

棄
も
多
く
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
運
動

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
も
そ
も
ご
み
を
道
端
に
捨
て
る
と
い
う

行
為
事
態
が
間
違
っ
た
こ
と
の
は
ず
で
す
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
で
も
分
か
る
よ
う
な
こ

と
な
の
に
、
あ
え
て
『
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

は
や
め
よ
う
』
と
い
う
運
動
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
一
体
今
は
ど

ん
な
世
の
中
な
の
か
と
疑
問
に
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
モ
ラ
ル
の
問
題
で
す
が
、
最

近
そ
ん
な
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
せ
っ
か
く
清
掃

活
動
し
て
く
れ
て
い
て
も
、
心
無
い
人
が

ご
み
を
ポ
イ
捨
て
し
て
し
ま
う
の
で
は
、

全
く
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
ュ
ー
ス
の
空
き
缶
は
近
く
の
ご
み
箱

に
捨
て
る
、
無
け
れ
ば
家
ま
で
持
っ
て
帰

る
、
タ
バ
コ
を
吸
う
な
ら
携
帯
灰
皿
を
持

ち
歩
く
な
ど
、
自
分
で
出
し
た
ご
み
は
、

責
任
も
っ
て
最
後
ま
で
処
理
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　

わ
た
し
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
が

大
好
き
だ
か
ら
い
つ
も
キ
レ
イ
で
あ
っ
て

ほ
し
い
し
、
み
ん
な
も
も
っ
と
自
分
の
ま

ち
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ん
て
な

く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

歳
・
主
婦
）
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情報あらかると

��

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
て

◇かってまま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 諸  田 　　 玲  子 　著
もろ た れい こ

◇アイドルにっぽん　　　　　　　　　　　　　 中  森 　　 明  夫 　著
なか もり あき お

◇ロック母　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 角  田 　　 光  代 　著
かく た みつ よ

◇アジア聖地巡礼　　　　　　　　　　　　　　　 松  本 
まつ もと

　　 榮  一 　著
えい いち

◇おてんばば女将の祗園昔ばなし 　　　 小  川  智  恵  子 　著
お がわ ち え こ

◇お殿様たちの出世　　　　　　　　　　　　　 山  本 　　 博  文 　著
やま もと ひろ ふみ

◇言語学者が政治家を丸裸にする　 　 東 
あずま

　　　　 照  ニ 　著
しょう じ

◇企業こころの危機管理　 　 田  中  辰  巳 ・ 海  原  純  子 　著
た なか たつ み うみ はら じゅん こ
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▼日時　９月１日　・２日　　１１時～

▼場所　室蘭港中央ふ頭周辺

▼内容　花火大会、やきとり横丁・カ
　レーラーメン屋台、キャラクターシ
　ョー、室蘭手わざ会によるものづく
　り体験、ゲームコーナー、シーウイ
　ンドジャズオーケストラの演奏など
※花火大会は１日の２０時２０分～２１時。
※８月３１日　　１７時４０分から前夜祭と
　して、「橋がつなぐ『まち』と『ひ
　と』フォーラム」を開催します。

▼問い合わせ　室蘭観光協会
　　　　　　　　　（�○２３ ０１０２）

��� ��� ���

平成１９年度『陣屋の日』
を開催します

人のうごき（平成19年6月末日現在）／人口53,562（－33）　世帯24,894（－5）（　）は前月比　 この広報紙は再生紙を使用しています。
発行・編集／登別市総務部情報推進グループ　〒 059 － 8701 　北海道登別市中央町 6 － 11　�014 3 �８５  6586　� 0143 �８５  1108
ホームページ ： http://www.city.noboribetsu.hokkaido.jp  Ｅメール ： pr@city.noboribetsu.hokkaido.jp

花火や露店などが室蘭港を彩る
スワンフェスタ2007

第３３回伊達武者まつりに
遊びに来ませんか

　武士による開拓の歴史と伝統を今に
伝える『武者まつり』を開催します。
　当日は、おまつり広場や音楽パレー
ドなどさまざまな催しも用意していま
すので、ぜひお越しください。

▼日時・内容　①８月４日　炎の陣…
　伊達武者山車（ＪＲ伊達紋別駅前出
　発）１８時３０分～(出陣式１８時～）
　②８月５日　魂の陣…伊達騎馬総陣
　立（伊達小学校出発）１４時２０分～

▼問い合わせ　同実行委員会事務局
　（伊達市商工観光水産課内・�０１
　４２○２３ ３３３１)

　仙台藩陣屋跡積極活用プロジェクト
として、乗馬体験やせんべい焼き体験
などを行います。ぜひご参加ください。

▼日時 ８月１０日　　１０時～１５時

▼場所　仙台藩白老元陣屋資料館、陣
　屋跡（白老町陣屋町６８１）

▼内容　藩士墓地供養祭、陣屋の草花
　展、ヨガ教室、流しそうめん、昔の
　あそび体験など
※雨天の場合、内容に変更があります。
※詳しくはお問い合わせください。

▼問い合わせ　仙台藩白老元陣屋資料
　館（�０１４４○８５ ２６６６）

 （金） 

 （日） 

●

●

�

 （日）  （土） 

 （金） 

�������	
�����

▼日時　８月２５日（土）　２０時０５分～２０時４５分
　　　　（審査発表　２０時４５分～２１時００分）

▼参加条件　鬼踊り大群舞に参加し、鬼踊りを踊ること
※個人・団体は問いません。

▼テーマ　自由

▼申込方法　当日１７時３０分から１９時までに登別観光協会
　前で申し込みをし、ゼッケンをお受け取りください
※申し込みとゼッケンの無い参加者は、審査対象外とな
　ります。

▼賞品　参加賞ほか豪華賞品盛りだくさん

８月２５日（土）
１２：０５～１５：３０　各種イベント
１９：０５～１９：１５　オープニング『鬼太鼓』
１９：１５～１９：４５　鬼みこし暴れねりこみ
１９：４５～２０：０５　前触れ太鼓
２０：０５～２０：４５　鬼踊り大群舞（仮装鬼踊
　　　　　　　　りコンテスト）
２１：００～２１：４５　 閻  魔 大王 山  車 運行

えん ま だ し

８月２６日（日）
１２：０５～１５：３０　各種イベント
１９：０５～１９：３５　鬼みこし暴れねりこみ
１９：３５～１９：５５　前触れ太鼓
１９：５５～２０：３５　鬼踊り大群舞
２０：５０～２１：３０　閻魔大王山車運行
２１：３５～２２：００　ファイナル花火大会
※天候や都合により催し物・時間が一部変
　更になる場合があります。

問い合わせ
登別観光協会（�○８４ ３３１１）

��������	��������	������������

 （土） 
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